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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
放送局から送出される番組データを取得するとともに、番組を識別するための番組識別を
少なくとも含む番組情報、前記番組識別の確定よりも前に送出され番組を識別するための
拡張番組識別を少なくとも含む拡張番組情報、および前記番組識別が確定した時点以降に
送出され前記拡張番組識別と前記番組識別との対応を示すマッピング情報を同一または異
なる供給源から取得する番組予約システムであって、
　番組予約を指令する予約指令装置と、
　前記予約指令装置により指令された番組予約を実行する予約実行装置とを備え、
　前記予約指令装置は、
　前記拡張番組情報を取得する第１の取得部と、
　前記第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択する
ための選択部と、
　前記選択部により選択された番組の拡張番組情報に基づいて、少なくとも拡張番組識別
を含む拡張予約命令を前記番組予約の指令として送信する命令送信部とを含み、
　前記予約実行装置は、
　前記番組データ、前記マッピング情報および前記番組情報を取得する第２の取得部と、
　前記予約指令装置から送信される拡張予約命令を受信する命令受信部と、
　前記命令受信部により受信された拡張予約命令から拡張番組識別を取得する第３の取得
部と、
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　前記第２の取得部により取得されたマッピング情報に基づいて前記第３の取得部により
取得された拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第４の取得部と、
　前記第４の取得部により取得された番組識別に基づいて、当該番組識別を含む番組情報
から予約される番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記
憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された予約エントリに従って前記第２の取得部により取得された番組
データを記録または再生することにより前記指令された番組予約を実行する記録再生部と
を含む、番組予約システム。
【請求項２】
放送局から送出される番組データを取得するとともに、番組を識別するための番組識別を
少なくとも含む番組情報、前記番組識別の確定よりも前に送出され番組を識別するための
拡張番組識別を少なくとも含む拡張番組情報、および前記番組識別が確定した時点以降に
送出され前記拡張番組識別と前記番組識別との対応を示すマッピング情報を同一または異
なる供給源から取得する番組予約システムであって、
　番組予約を指令する予約指令装置と、
　前記予約指令装置により指令された番組予約を実行する予約実行装置とを備え、
　前記予約指令装置は、
　前記拡張番組情報、前記番組情報および前記マッピング情報を取得する第１の取得部と
、
　前記第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択する
ための選択部と、
　前記第１の取得部により取得されたマッピング情報に基づいて前記選択部により選択さ
れた番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第２の取得部と、
　前記第２の取得部により取得された番組識別を含む番組情報に基づいて、予約すべき番
組を特定するための予約命令を前記番組予約の指令として送信する命令送信部と、
　前記選択部により選択された番組の予約について前記マッピング情報に基づく前記番組
識別の取得の状況を提示する提示部とを含み、
　前記予約実行装置は、
　前記番組データを取得する第３の取得部と、
　前記予約指令装置から送信される予約命令を受信する命令受信部と、
　前記命令受信部により受信された予約命令に基づいて、予約される番組を特定するため
の予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された予約エントリに従って前記第３の取得部により取得された番組
データを記録または再生することにより前記指令された番組予約を実行する記録再生部と
を含む、番組予約システム。
【請求項３】
前記マッピング情報に基づく前記番組識別の取得の状況は、前記マッピング情報に基づく
前記番組識別の取得待ちの状態を含む、請求項２記載の番組予約システム。
【請求項４】
前記命令送信部は、前記第２の取得部による番組識別の取得から所定時間以上経過後に前
記予約命令を送信する、請求項２記載の番組予約システム。
【請求項５】
放送局から送出される番組データを取得するとともに、番組を識別するための番組識別を
少なくとも含む番組情報、前記番組識別の確定よりも前に送出され番組を識別するための
拡張番組識別を少なくとも含む拡張番組情報、および前記番組識別が確定した時点以降に
送出され前記拡張番組識別と前記番組識別との対応を示すマッピング情報を同一または異
なる供給源から取得する番組予約システムであって、
　番組予約を指令する予約指令装置と、
　前記予約指令装置により指令された番組予約を実行する予約実行装置とを備え、
　前記予約指令装置は、
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　前記拡張番組情報、前記番組情報および前記マッピング情報を取得する第１の取得部と
、
　前記第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択する
ための選択部と、
　前記第１の取得部により取得されたマッピング情報に基づいて前記選択部により選択さ
れた番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第２の取得部と、
　前記選択部により選択された番組の予約のために拡張番組識別に基づいて、少なくとも
拡張番組識別を含む拡張予約命令を送信した後、前記第２の取得部により取得された番組
識別を含む番組情報に基づいて、予約すべき番組を特定するための予約命令を送信する命
令送信部とを含み、
　前記予約実行装置は、
　前記番組データを取得する第３の取得部と、
　前記予約指令装置から送信される拡張予約命令および予約命令を受信する命令受信部と
、
　前記命令受信部により受信された拡張予約命令に基づいて拡張番組識別を取得する第４
の取得部と、
　前記命令受信部により拡張予約命令が受信された場合に前記第４の取得部により取得さ
れた拡張番組識別に基づいて、当該拡張番組識別を含む拡張番組情報から予約される番組
を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを仮予約の予約エントリ
として記憶し、前記命令受信部により予約命令が受信された場合に受信された当該予約命
令に基づいて、予約される番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エ
ントリを予約命令の予約エントリとして記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された仮予約または予約命令の予約エントリに従って前記第３の取得
部により取得された番組データを記録または再生することにより前記指令された番組予約
を実行する記録再生部と、
　前記記憶部に記憶された予約エントリが仮予約の予約エントリであるか否かを提示する
提示部とを含む、番組予約システム。
【請求項６】
前記記憶部は、前記命令受信部により予約命令が受信された場合に前記拡張予約命令に基
づく予約エントリを受信された当該予約命令に基づく予約エントリで上書きする、請求項
５記載の番組予約システム。
【請求項７】
前記予約実行装置は、
　前記削除すべき番組を選択し、選択された番組に対応する予約エントリを前記記憶部か
ら削除するとともに、選択された番組の削除要求を前記予約指令装置に送信する削除部を
さらに含む、請求項５記載の番組予約システム。
【請求項８】
前記予約指令装置は、前記選択部により選択された番組について前記マッピング情報に基
づく前記番組識別の取得の状況を提示する提示部をさらに含む、請求項５記載の番組予約
システム。
【請求項９】
放送局から送出される番組データを取得するとともに、番組を識別するための番組識別を
少なくとも含む番組情報、前記番組識別の確定よりも前に送出され番組を識別するための
拡張番組識別を少なくとも含む拡張番組情報、および前記番組識別が確定した時点以降に
送出され前記拡張番組識別と前記番組識別との対応を示すマッピング情報を同一または異
なる供給源から取得する番組予約システムであって、
　番組予約を指令する予約指令装置と、
　前記予約指令装置により指令された番組予約を実行する予約実行装置とを備え、
　前記予約指令装置は、
　前記拡張番組情報、前記番組情報および前記マッピング情報を取得する第１の取得部と
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、
　前記第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択する
ための選択部と、
　前記第１の取得部により取得されたマッピング情報に基づいて前記選択部により選択さ
れた番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第２の取得部と、
　前記選択部により選択された番組の拡張番組識別に基づいて、少なくとも拡張番組識別
を含む拡張予約命令を送信した後、前記第２の取得部により取得された番組識別を含む番
組情報に基づいて、予約すべき番組を特定するための予約命令を送信する命令送信部とを
含み、
　前記予約実行装置は、
　前記番組データを取得する第３の取得部と、
　前記予約指令装置から送信される拡張予約命令または予約命令を受信する命令受信部と
、
　前記命令受信部により受信された拡張予約命令に基づいて拡張番組識別を取得する第４
の取得部と、
　前記第４の取得部により取得された拡張番組識別に基づいて、当該拡張番組識別を含む
拡張番組情報から予約される番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約
エントリを記憶し、または前記命令受信部により受信された予約命令に基づいて予約され
る番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶する記憶部
と、
　前記記憶部に記憶された予約エントリに従って前記第３の取得部により取得された番組
データを記録または再生することにより前記指令された番組予約を実行する記録再生部と
を含む、番組予約システム。
【請求項１０】
前記予約指令装置は、
　前記予約実行装置が前記拡張番組識別に基づく拡張予約命令に適合しているか否かを判
定する判定部をさらに含み、
　前記命令送信部は、前記判定部により前記予約実行装置が前記拡張番組識別に適合して
いると判定された場合に前記選択部により選択された番組の拡張番組識別に基づく拡張予
約命令を送信した後、前記第２の取得部により取得された番組識別に基づいて予約命令を
送信し、前記判定部により前記予約実行装置が前記拡張番組識別に適合していないと判定
された場合に前記第２の取得部により取得された番組識別に基づいて予約命令を送信する
、請求項９記載の番組予約システム。
【請求項１１】
放送局から送出される番組データを取得するとともに、番組を識別するための番組識別を
少なくとも含む番組情報、前記番組識別の確定よりも前に送出され番組を識別するための
拡張番組識別を少なくとも含む拡張番組情報、および前記番組識別が確定した時点以降に
送出され前記拡張番組識別と前記番組識別との対応を示すマッピング情報を同一または異
なる供給源から取得する番組予約システムであって、
　番組予約を指令する予約指令装置と、
　前記予約指令装置により指令された番組予約を実行する予約実行装置とを備え、
　前記予約指令装置は、
　前記番組情報を取得する第１の取得部と、
　前記第１の取得部により取得された番組情報に基づいて予約すべき番組を選択するため
の選択部と、
　前記選択部により選択された番組の番組識別を含む番組情報に基づいて、予約すべき番
組を特定するための予約命令を送信する命令送信部とを含み、
　前記予約実行装置は、
　前記番組データ、前記拡張番組情報、前記マッピング情報および前記番組情報を取得す
る第２の取得部と、
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　前記予約指令装置から送信される予約命令を受信する命令受信部と、
　前記第２の取得部により取得された拡張番組情報から前記命令受信部により受信された
予約命令により特定される番組に対応する拡張番組情報を取得する第３の取得部と、
　前記第３の取得部により拡張番組情報が取得された場合に、前記第２の取得部により取
得されたマッピング情報に基づいて前記第３の取得部により取得された拡張番組情報に含
まれる拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第４の取得部と、
　前記第３の取得部により拡張番組情報が取得された場合に、前記第４の取得部により取
得された番組識別に基づいて、当該番組識別を含む番組情報から予約される番組を特定す
るための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶し、前記第３の取得部によ
り拡張番組情報が取得されない場合に、前記命令受信部により受信された予約命令に基づ
いて予約される番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記
憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された予約エントリに従って前記第２の取得部により取得された番組
データを記録または再生することにより前記指令された番組予約を実行する記録再生部と
を含む、番組予約システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送または通信で伝送される番組の記録または再生を放送または通信で伝送
される番組編成情報から選択することにより予約する方法およびシステムに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来の番組予約方法および番組予約システムでは、放送で伝送される番組編成情報を用
いて記録または再生を予約する。
【０００３】
　番組編成情報とは、複数の番組情報から構成される情報である。そして、番組情報とは
、各番組に関する情報であり、少なくとも放送局および放送日時を含む。番組情報は、他
に、ユーザが番組を選択または検索するために用いる情報を含むことがある。例えば、番
組名、番組のジャンル、番組の説明文、出演者、および関連情報へのリンク情報等である
。番組編成情報を画面に表示することにより、電子番組表（ＥＰＧ；Electric Program G
uide）の表示画面を構成することができる。番組編成情報は、ＥＰＧデータと呼ばれるこ
ともある。また、例えば本日から８日間までといった一定期間先までの番組編成情報が伝
送されている。ユーザは、一定期間先までの番組表を表示することができる。そして番組
表の中から視聴したい番組を選択し、予約登録を行うことができる。それにより、予約登
録された番組を録画機器に記録することができる。
【０００４】
　番組情報は、例えば、番組が放送される日時、番組を放送する放送局、番組を識別する
番組識別および番組名を含む。
【０００５】
　番組識別は、少なくともある時期に送出される番組編成情報に対してユニークな値を持
つ。番組識別を指定すれば、その時点での番組編成情報を参照することにより、その番組
の番組情報を参照することが可能となる。番組識別は、例えば日本のデジタル放送の標準
規格である電波産業会（ＡＲＩＢ）の規格書ＳＴＤ－Ｂ１０で規定されている“ｅｖｅｎ
ｔ＿ｉｄ”である。“ｅｖｅｎｔ＿ｉｄ”は、１６ビットのフィールドに格納されるので
、“ｅｖｅｎｔ＿ｉｄ”により１放送局あたり最大６５５３６番組まで区別することがで
きる。“ｅｖｅｎｔ＿ｉｄ”の取り得る値域は有限であるので、十分な期間をおいて一度
使用された値が再度利用される。また、番組への“ｅｖｅｎｔ＿ｉｄ”の割り当ては放送
局の放送送出システムにより自動的に行われる。例えば、最後に割り当てられた値＋１の
値が、次の番組に割り当てられる。
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【０００６】
　ここで、受信装置および録画装置からなる番組予約システムで行われる通常の予約操作
について説明する。
【０００７】
　受信装置には番組編成情報が記憶される。まず、ユーザが受信装置に番組表を表示する
指示をする。それにより、受信装置は、記憶している番組編成情報に基づいて番組表を表
示する。
【０００８】
　次に、ユーザが番組表から予約したい番組を選択する。受信装置は、選択された番組の
開始日時および放送局の情報を予約エントリとして生成する。さらに、受信装置は、予約
エントリに対応する予約命令を生成し、その予約命令を録画装置に送信する。
【０００９】
　次に、録画装置は、受信装置からの予約命令を受信すると、予約命令に含まれる情報を
予約エントリとして格納する。予約エントリは、番組の放送日時および放送局を含む。録
画装置は、予約エントリの日時になると、予約エントリに含まれる放送局の番組を受信す
るとともに録画動作を開始する。これにより、予約が実行される。
【００１０】
　さて、特許文献１は、番組編成情報が送出される一定期間より未来の番組を予約する方
法を開示している。特許文献１では、番組編成情報とは別に、一定期間より未来の番組に
関する拡張番組情報が送出されることを想定している。拡張番組情報は、番組を識別する
ための拡張番組識別を含む。
【００１１】
　この場合、放送局システムにおいて、番組識別が確定した時点で拡張番組識別と番組識
別とを一対一に対応付けるための情報がマッピング情報として生成および放送される。
【００１２】
　また、特許文献２は、拡張番組情報が送出された時点では番組の放送日時も未定である
例について開示している。
【特許文献１】国際公開第２００５／１１７４２２号パンフレット
【特許文献２】特開２００５－３２８２１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上記の特許文献１，２では、テレビジョン受信機のような受信装置から
録画装置に番組の録画または再生の予約を指令する場合の具体的な装置間の通信プロトコ
ルについては開示されていない。
【００１４】
　実際には、拡張番組情報に適合している受信装置と拡張番組情報に適合している録画装
置とが接続される場合だけでなく、拡張番組情報に適合している受信装置と拡張番組情報
に適合していない録画装置とが接続される場合、および拡張番組情報に適合していない受
信装置と拡張番組情報に適合している録画装置とが接続される場合がある。また、複数の
受信装置と複数の録画装置とが接続される場合には、上記の３つの接続形態が複合される
こともある。
【００１５】
　このような場合、ユーザは、受信装置および録画装置の各々が拡張番組情報に適合して
いるか否かを認識した上で、受信装置および録画装置の各々が拡張番組情報に適合してい
るか否かにより番組予約を異なる操作方法で行う必要がある。そのため、ユーザは、確実
かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番組予約を行うことが困難となる。
【００１６】
　本発明の目的は、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合してい
るか否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用い
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た番組予約を行うことができる番組予約システムおよび番組予約方法を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　（１）　本発明の一局面に従う番組予約システムは、放送局から送出される番組データ
を取得するとともに、番組を識別するための番組識別を少なくとも含む番組情報、番組識
別の確定よりも前に送出され番組を識別するための拡張番組識別を少なくとも含む拡張番
組情報、および番組識別が確定した時点以降に送出され拡張番組識別と番組識別との対応
を示すマッピング情報を同一または異なる供給源から取得する番組予約システムであって
、番組予約を指令する予約指令装置と、予約指令装置により指令された番組予約を実行す
る予約実行装置とを備え、予約指令装置は、拡張番組情報を取得する第１の取得部と、第
１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択するための選
択部と、選択部により選択された番組の拡張番組情報に基づいて、少なくとも拡張番組識
別を含む拡張予約命令を番組予約の指令として送信する命令送信部とを含み、予約実行装
置は、番組データ、マッピング情報および番組情報を取得する第２の取得部と、予約指令
装置から送信される拡張予約命令を受信する命令受信部と、命令受信部により受信された
拡張予約命令から拡張番組識別を取得する第３の取得部と、第２の取得部により取得され
たマッピング情報に基づいて第３の取得部により取得された拡張番組識別に対応する番組
識別を取得する第４の取得部と、第４の取得部により取得された番組識別に基づいて、当
該番組識別を含む番組情報から予約される番組を特定するための予約エントリを生成し、
生成した予約エントリを記憶する記憶部と、記憶部に記憶された予約エントリに従って第
２の取得部により取得された番組データを記録または再生することにより指令された番組
予約を実行する記録再生部とを含むものである。
【００１８】
　この番組予約システムの予約指令装置においては、拡張番組識別が取得され、取得され
た拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択され、選択された番組の拡張番組識別に
基づいて、少なくとも拡張番組識別を含む拡張予約命令が送信される。予約実行装置にお
いては、番組データ、マッピング情報および番組情報が取得され、予約指令装置から送信
される拡張予約命令が受信され、受信された拡張予約命令から拡張番組識別が取得される
。取得されたマッピング情報に基づいて取得された拡張番組識別に対応する番組識別が取
得され、取得された番組識別に基づいて、当該番組識別を含む番組情報から予約される番
組を特定するための予約エントリが生成され、生成された予約エントリが記憶される。記
憶された予約エントリに従って受信された番組データが記録または再生される。
【００１９】
　このようにして、予約指令装置から予約実行装置に少なくとも拡張番組識別を含む拡張
予約命令が送信され、予約実行装置においてマッピング情報を用いて拡張予約命令から番
組識別が取得される。それにより、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００２０】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、拡張予約命令は記録再生機器により予約命令として認識さ
れないように構成されるので、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情
報に基づく予約命令により番組予約が行われる。
【００２１】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００２８】
　（２）
　本発明の他の局面に従う番組予約システムは、放送局から送出される番組データを取得
するとともに、番組を識別するための番組識別を少なくとも含む番組情報、番組識別の確
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定よりも前に送出され番組を識別するための拡張番組識別を少なくとも含む拡張番組情報
、および番組識別が確定した時点以降に送出され拡張番組識別と番組識別との対応を示す
マッピング情報を同一または異なる供給源から取得する番組予約システムであって、番組
予約を指令する予約指令装置と、予約指令装置により指令された番組予約を実行する予約
実行装置とを備え、予約指令装置は、拡張番組情報、番組情報およびマッピング情報を取
得する第１の取得部と、第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予約すべ
き番組を選択するための選択部と、第１の取得部により取得されたマッピング情報に基づ
いて選択部により選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第２の取
得部と、第２の取得部により取得された番組識別を含む番組情報に基づいて、予約すべき
番組を特定するための予約命令を番組予約の指令として送信する命令送信部と、選択部に
より選択された番組の予約についてマッピング情報に基づく番組識別の取得の状況を提示
する提示部とを含み、予約実行装置は、番組データを取得する第３の取得部と、予約指令
装置から送信される予約命令を受信する命令受信部と、命令受信部により受信された予約
命令に基づいて、予約される番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約
エントリを記憶する記憶部と、記憶部に記憶された予約エントリに従って第３の取得部に
より取得された番組データを記録または再生することにより指令された番組予約を実行す
る記録再生部とを含むものである。
【００２９】
　この番組予約システムの予約指令装置においては、拡張番組情報、番組情報およびマッ
ピング情報が取得され、取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択される
。また、取得されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する
番組識別が取得され、取得された番組識別に基づく予約命令が送信される。さらに、選択
された番組の予約についてマッピング情報に基づく番組識別の取得の状況が提示される。
予約実行装置においては、番組データが取得され、予約指令装置から送信される予約命令
が受信され、受信された予約命令に基づいて、予約される番組を特定するための予約エン
トリが生成され、生成された予約エントリが記憶される。記憶された予約エントリに従っ
て取得された番組データが記録または再生される。
【００３０】
　このようにして、予約指令装置において拡張番組情報からマッピング情報を用いて番組
識別が取得され、予約指令装置から予約実行装置に番組識別に基づく予約命令が送信され
る。それにより、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００３１】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、番組識別に基づく予約命令が記録再生機器に送信されるの
で、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情報に基づく予約命令により
番組予約が行われる。
【００３２】
　また、予約指令装置において、選択された番組の予約についてマッピング情報に基づく
番組識別の取得の状況が提示される。それにより、ユーザは、最新の放送予定に基づく番
組予約が完了したか否かを容易に認識することができる。
【００３３】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００３４】
　（３）
　マッピング情報に基づく番組識別の取得の状況は、マッピング情報に基づく番組識別の
取得待ちの状態を含んでもよい。
【００３５】
　この場合、ユーザは、予約指令装置がマッピング情報に基づく番組識別の取得待ちの状
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態であることを容易に認識することができる。
【００３６】
　（４）
　命令送信部は、第２の取得部による番組識別の取得から所定時間以上経過後に予約命令
を送信してもよい。
【００３７】
　ここで、予約指令装置の第２の取得部が番組識別を取得したときに、予約実行装置が予
約命令を受信することができないことがある。そのような場合でも、予約指令装置が所定
時間以上経過後に予約命令を送信することにより、予約実行装置が予約命令を確実に受信
することが可能となる。
【００３８】
　（５）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約システムは、放送局から送出される番組データ
を取得するとともに、番組を識別するための番組識別を少なくとも含む番組情報、番組識
別の確定よりも前に送出され番組を識別するための拡張番組識別を少なくとも含む拡張番
組情報、および番組識別が確定した時点以降に送出され拡張番組識別と番組識別との対応
を示すマッピング情報を同一または異なる供給源から取得する番組予約システムであって
、番組予約を指令する予約指令装置と、予約指令装置により指令された番組予約を実行す
る予約実行装置とを備え、予約指令装置は、拡張番組情報、番組情報およびマッピング情
報を取得する第１の取得部と、第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予
約すべき番組を選択するための選択部と、第１の取得部により取得されたマッピング情報
に基づいて選択部により選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第
２の取得部と、選択部により選択された番組の予約のために拡張番組識別に基づいて、少
なくとも拡張番組識別を含む拡張予約命令を送信した後、第２の取得部により取得された
番組識別を含む番組情報に基づいて、予約すべき番組を特定するための予約命令を送信す
る命令送信部とを含み、予約実行装置は、番組データを取得する第３の取得部と、予約指
令装置から送信される拡張予約命令および予約命令を受信する命令受信部と、命令受信部
により受信された拡張予約命令に基づいて拡張番組識別を取得する第４の取得部と、命令
受信部により拡張予約命令が受信された場合に第４の取得部により取得された拡張番組識
別に基づいて、当該拡張番組識別を含む拡張番組情報から予約される番組を特定するため
の予約エントリを生成し、生成した予約エントリを仮予約の予約エントリとして記憶し、
命令受信部により予約命令が受信された場合に受信された当該予約命令に基づいて、予約
される番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを予約命令の
予約エントリとして記憶する記憶部と、記憶部に記憶された仮予約または予約命令の予約
エントリに従って第３の取得部により取得された番組データを記録または再生することに
より指令された番組予約を実行する記録再生部と、記憶部に記憶された予約エントリが仮
予約の予約エントリであるか否かを提示する提示部とを含むものである。
【００３９】
　この番組予約システムの予約指令装置においては、拡張番組情報、番組情報およびマッ
ピング情報が取得され、取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択され、
取得されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別
が取得される。選択された番組の予約のために拡張番組識別に基づいて、少なくとも拡張
番組識別を含む拡張予約命令が送信された後、取得された番組識別に基づく予約命令が送
信される。予約実行装置においては、番組データが取得され、予約指令装置から送信され
る拡張予約命令および予約命令が受信され、受信された拡張予約命令に基づいて拡張番組
識別が取得される。拡張予約命令が受信された場合に取得された拡張番組識別に基づいて
、当該拡張番組識別を含む拡張番組情報から予約される番組を特定するための予約エント
リが生成され、生成された予約エントリが仮予約の予約エントリとして記憶され、予約命
令が受信された場合に受信された当該予約命令に基づいて、予約される番組を特定するた
めの予約エントリが生成され、生成された予約エントリが予約命令の予約エントリとして
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記憶される。記憶された予約エントリに従って取得された番組データが記録または再生さ
れる。また、記憶された予約エントリが仮予約の予約エントリであるか否かが提示される
。
【００４０】
　このようにして、予約指令装置において拡張番組情報からマッピング情報を用いて番組
識別が取得され、予約指令装置から予約実行装置に少なくとも拡張番組識別を含む拡張予
約命令が仮予約として送信された後、番組識別に基づく予約命令が送信される。それによ
り、拡張番組識別に基づく仮の番組予約の後、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００４１】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、番組識別に基づく予約命令が記録再生機器に送信されるの
で、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情報に基づく予約命令により
番組予約が行われる。
【００４２】
　また、予約実行装置において、記憶された予約エントリが仮予約の予約エントリである
か否かが提示される。それにより、ユーザは、最新の放送予定に基づく番組予約が完了し
たか否かを容易に認識することができる。
【００４３】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００４４】
　（６）
　記憶部は、命令受信部により予約命令が受信された場合に拡張予約命令に基づく予約エ
ントリを受信された当該予約命令に基づく予約エントリで上書きしてもよい。
【００４５】
　これにより、番組の放送予定が変更された場合に、変更前の番組予約が変更後の番組予
約に自動的に更新される。
【００４６】
　（７）
　予約実行装置は、削除すべき番組を選択し、選択された番組に対応する予約エントリを
記憶部から削除するとともに、選択された番組の削除要求を予約指令装置に送信する削除
部をさらに含んでもよい。
【００４７】
　この場合、ユーザが予約実行装置により番組を削除すると、予約指令装置における対応
する番組予約が自動的に削除される。それにより、ユーザが予約実行装置および予約指令
装置の各々において番組予約を削除する手間が省かれる。
【００４８】
　（８）
　予約指令装置は、選択部により選択された番組についてマッピング情報に基づく番組識
別の取得の状況を提示する提示部をさらに含んでもよい。
【００４９】
　この場合、ユーザは、最新の放送予定に基づく番組予約が完了したか否かを容易に認識
することができる。
【００５０】
　（９）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約システムは、放送局から送出される番組データ
を取得するとともに、番組を識別するための番組識別を少なくとも含む番組情報、番組識
別の確定よりも前に送出され番組を識別するための拡張番組識別を少なくとも含む拡張番
組情報、および番組識別が確定した時点以降に送出され拡張番組識別と番組識別との対応
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を示すマッピング情報を同一または異なる供給源から取得する番組予約システムであって
、番組予約を指令する予約指令装置と、予約指令装置により指令された番組予約を実行す
る予約実行装置とを備え、予約指令装置は、拡張番組情報、番組情報およびマッピング情
報を取得する第１の取得部と、第１の取得部により取得された拡張番組情報に基づいて予
約すべき番組を選択するための選択部と、第１の取得部により取得されたマッピング情報
に基づいて選択部により選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第
２の取得部と、選択部により選択された番組の拡張番組識別に基づいて、少なくとも拡張
番組識別を含む拡張予約命令を送信した後、第２の取得部により取得された番組識別を含
む番組情報に基づいて、予約すべき番組を特定するための予約命令を送信する命令送信部
とを含み、予約実行装置は、番組データを取得する第３の取得部と、予約指令装置から送
信される拡張予約命令または予約命令を受信する命令受信部と、命令受信部により受信さ
れた拡張予約命令に基づいて拡張番組識別を取得する第４の取得部と、第４の取得部によ
り取得された拡張番組識別に基づいて、当該拡張番組識別を含む拡張番組情報から予約さ
れる番組を特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶し、また
は命令受信部により受信された予約命令に基づいて予約される番組を特定するための予約
エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶する記憶部と、記憶部に記憶された予約
エントリに従って第３の取得部により取得された番組データを記録または再生することに
より指令された番組予約を実行する記録再生部とを含むものである。
【００５１】
　この番組予約システムの予約指令装置においては、拡張番組情報、番組情報およびマッ
ピング情報が取得され、取得された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択される
。取得されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識
別が取得され、選択された番組の拡張番組識別に基づいて、少なくとも拡張番組識別を含
む拡張予約命令が送信された後、取得された番組識別を含む番組情報に基づいて、予約す
べき番組を特定するための予約命令が送信される。予約実行装置においては、番組データ
が取得され、予約指令装置から送信される拡張予約命令または予約命令が受信され、受信
された拡張予約命令に基づいて拡張番組識別が取得される。取得された拡張番組識別に基
づいて、当該拡張番組識別を含む拡張番組情報から予約される番組を特定するための予約
エントリが生成され、生成された予約エントリが記憶され、または受信された予約命令に
基づいて予約される番組を特定するための予約エントリが生成され、生成された予約エン
トリが記憶される。記憶された予約エントリに従って取得された番組データが記録または
再生される。
【００５２】
　このようにして、予約指令装置において拡張番組情報からマッピング情報を用いて番組
識別が取得され、予約指令装置から予約実行装置に少なくとも拡張番組識別を含む拡張予
約命令が送信された後、番組識別に基づく予約命令が送信される。それにより、拡張番組
識別に基づく番組予約の後、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００５３】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、番組識別に基づく予約命令が記録再生機器に送信されるの
で、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情報に基づく予約命令により
番組予約が行われる。
【００５４】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００５５】
　（１０）
　予約指令装置は、予約実行装置が拡張番組識別に基づく拡張予約命令に適合しているか
否かを判定する判定部をさらに含み、命令送信部は、判定部により予約実行装置が拡張番
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組識別に適合していると判定された場合に選択部により選択された番組の拡張番組識別に
基づく拡張予約命令を送信した後、第２の取得部により取得された番組識別に基づいて予
約命令を送信し、判定部により予約実行装置が拡張番組識別に適合していないと判定され
た場合に第２の取得部により取得された番組識別に基づいて予約命令を送信してもよい。
【００５６】
　この場合、予約実行装置が拡張番組識別に適合している場合には、予約実行装置におい
て、拡張予約命令に基づく番組予約が行われた後、予約命令に基づく番組予約が行われる
。一方、予約実行装置が拡張番組識別に適合していない場合には、予約実行装置において
、予約命令に基づく番組予約が行われる。
【００５７】
　（１１）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約システムは、放送局から送出される番組データ
を取得するとともに、番組を識別するための番組識別を少なくとも含む番組情報、番組識
別の確定よりも前に送出され番組を識別するための拡張番組識別を少なくとも含む拡張番
組情報、および番組識別が確定した時点以降に送出され拡張番組識別と番組識別との対応
を示すマッピング情報を同一または異なる供給源から取得する番組予約システムであって
、番組予約を指令する予約指令装置と、予約指令装置により指令された番組予約を実行す
る予約実行装置とを備え、予約指令装置は、番組情報を取得する第１の取得部と、第１の
取得部により取得された番組情報に基づいて予約すべき番組を選択するための選択部と、
選択部により選択された番組の番組識別を含む番組情報に基づいて、予約すべき番組を特
定するための予約命令を送信する命令送信部とを含み、予約実行装置は、番組データ、拡
張番組情報、マッピング情報および番組情報を取得する第２の取得部と、予約指令装置か
ら送信される予約命令を受信する命令受信部と、第２の取得部により取得された拡張番組
情報から命令受信部により受信された予約命令により特定される番組に対応する拡張番組
情報を取得する第３の取得部と、第３の取得部により拡張番組情報が取得された場合に、
第２の取得部により取得されたマッピング情報に基づいて第３の取得部により取得された
拡張番組情報に含まれる拡張番組識別に対応する番組識別を取得する第４の取得部と、第
３の取得部により拡張番組情報が取得された場合に、第４の取得部により取得された番組
識別に基づいて、当該番組識別を含む番組情報から予約される番組を特定するための予約
エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶し、第３の取得部により拡張番組情報が
取得されない場合に、命令受信部により受信された予約命令に基づいて予約される番組を
特定するための予約エントリを生成し、生成した予約エントリを記憶する記憶部と、記憶
部に記憶された予約エントリに従って第２の取得部により取得された番組データを記録ま
たは再生することにより指令された番組予約を実行する記録再生部とを含むものである。
【００５８】
　この番組予約システムの予約指令装置においては、番組情報が取得され、取得された番
組情報に基づいて予約すべき番組が選択され、選択された番組の番組識別を含む番組情報
に基づいて、予約すべき番組を特定するための予約命令が送信される。予約実行装置にお
いては、番組データ、拡張番組情報、マッピング情報および番組情報が取得され、予約指
令装置から送信される予約命令が受信され、取得された拡張番組情報から受信された予約
命令により特定される番組に対応する拡張番組情報が取得される。拡張番組情報が取得さ
れた場合に、取得されたマッピング情報に基づいて取得された拡張番組情報に含まれる拡
張番組識別に対応する番組識別が取得される。また、拡張番組情報が取得された場合に、
取得された番組識別に基づいて、当該番組識別を含む番組情報から予約される番組を特定
するための予約エントリが生成され、生成された予約エントリが記憶され、拡張番組情報
が取得されない場合に、受信された予約命令に基づいて予約される番組を特定するための
予約エントリが生成され、生成された予約エントリが記憶され、記憶された予約エントリ
に従って取得された番組データが記録または再生される。
【００５９】
　このようにして、予約指令装置から予約実行装置に番組識別に基づく予約命令が送信さ
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れ、予約実行装置において、予約命令に応じて拡張番組識別に基づく番組予約または番組
識別に基づく番組予約が行われる。
【００６０】
　ここで、拡張番組情報に適合していない予約指令装置が予約実行装置に接続されること
がある。そのような場合でも、予約実行装置において拡張番組識別に基づく番組予約また
は番組識別に基づく番組予約が選択的に行われる。
【００６１】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００６２】
　（１５）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約方法は、放送局から送出される番組データ、番
組を識別するための番組識別を含む番組情報、番組識別の送出よりも前に番組を識別する
ための拡張番組識別を含む拡張番組情報、および拡張番組識別と番組識別との対応を示す
マッピング情報を受信する番組予約方法であって、予約指令装置により番組の予約を指令
するステップと、指令された予約を予約実行装置により実行するステップとを備え、予約
を指令するステップは、拡張番組情報を受信するステップと、受信された拡張番組情報に
基づいて予約すべき番組を選択するためのステップと、選択された番組の拡張番組識別に
基づく拡張予約命令を送信するステップとを含み、予約を実行するステップは、番組デー
タ、マッピング情報、番組情報および送信される拡張予約命令を受信するステップと、受
信された拡張予約命令から拡張番組識別を取得するステップと、受信されたマッピング情
報に基づいて取得された拡張番組識別に対応する番組識別を取得するステップと、取得さ
れた番組識別に基づいて番組予約を記憶するステップと、記憶された番組予約に従って受
信された番組データを記録および／または再生するステップとを含むものである。
【００６３】
　この番組予約方法によれば、予約指令装置において、拡張番組識別が受信され、受信さ
れた拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択され、選択された番組の拡張番組識別
に基づく拡張予約命令が送信される。予約実行装置において、番組データ、マッピング情
報、番組情報および予約指令装置から送信される拡張予約命令が受信され、受信された拡
張予約命令から拡張番組識別が取得される。受信されたマッピング情報に基づいて取得さ
れた拡張番組識別に対応する番組識別が取得され、取得された番組識別に基づいて番組予
約が記憶される。記憶された番組予約に従って受信された番組データが記録および／また
は再生される。
【００６４】
　このようにして、予約指令装置から予約実行装置に拡張番組識別に基づく拡張予約命令
が送信され、予約実行装置においてマッピング情報を用いて拡張予約命令から番組情報が
取得される。それにより、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００６５】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、拡張予約命令は記録再生機器により予約命令として認識さ
れないように構成されるので、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情
報に基づく予約命令により番組予約が行われる。
【００６６】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００６７】
　（１６）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約方法は、放送局から送出される番組データ、番
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組を識別するための番組識別を含む番組情報、番組識別の送出よりも前に番組を識別する
ための拡張番組識別を含む拡張番組情報、および拡張番組識別と番組識別との対応を示す
マッピング情報を受信する番組予約方法であって、予約指令装置により番組の予約を指令
するステップと、指令された予約を予約実行装置により実行するステップとを備え、予約
を指令するステップは、拡張番組識別、番組情報およびマッピング情報を受信するステッ
プと、受信された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択するためのステップと、
受信されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別
を取得するステップと、取得された番組識別に基づく予約命令を送信するステップと、選
択された番組の予約についてマッピング情報に基づく番組識別の取得の状況を提示するス
テップとを含み、予約を実行するステップは、番組データおよび送信される予約命令を受
信するステップと、受信された予約命令に基づいて番組予約を記憶するステップと、記憶
された番組予約に従って受信された番組データを記録および／または再生するステップと
を含むものである。
【００６８】
　この番組予約方法によれば、予約指令装置において、拡張番組識別、番組情報およびマ
ッピング情報が受信され、受信された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択され
る。また、受信されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応す
る番組識別が取得され、取得された番組識別に基づく予約命令が送信される。さらに、選
択された番組の予約についてマッピング情報に基づく番組識別の取得の状況が提示される
。予約実行装置において、番組データおよび予約指令装置から送信される予約命令が受信
され、受信された予約命令に基づいて番組予約が記憶される。記憶された番組予約に従っ
て受信された番組データが記録および／または再生される。
【００６９】
　このようにして、予約指令装置において拡張番組情報からマッピング情報を用いて番組
識別が取得され、予約指令装置から予約実行装置に番組識別に基づく予約命令が送信され
る。それにより、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００７０】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、番組識別に基づく予約命令が記録再生機器に送信されるの
で、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情報に基づく予約命令により
番組予約が行われる。
【００７１】
　また、予約指令装置において、選択された番組の予約についてマッピング情報に基づく
番組識別の取得の状況が提示される。それにより、ユーザは、最新の放送予定に基づく番
組予約が完了したか否かを容易に認識することができる。
【００７２】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００７３】
　（１７）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約方法は、放送局から送出される番組データ、番
組を識別するための番組識別を含む番組情報、番組識別の送出よりも前に番組を識別する
ための拡張番組識別を含む拡張番組情報、および拡張番組識別と番組識別との対応を示す
マッピング情報を受信する番組予約方法であって、予約指令装置により番組の予約を指令
するステップと、指令された予約を予約実行装置により実行するステップとを備え、予約
を指令するステップは、拡張番組識別、番組情報およびマッピング情報を受信するステッ
プと、受信された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組を選択するためのステップと、
受信されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別
を取得するステップと、選択された番組の予約のために拡張番組識別に基づく拡張予約命
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令を送信した後、取得された番組識別に基づく予約命令を送信するステップとを含み、予
約を実行するステップは、番組データ、および送信される拡張予約命令および予約命令を
受信するステップと、受信された拡張予約命令に基づいて拡張番組識別を取得し、受信さ
れた予約命令に基づいて番組識別を取得するステップと、拡張予約命令が受信された場合
に取得された拡張番組識別に基づく番組予約を仮予約として記憶し、予約命令が受信され
た場合に取得された番組識別に基づく番組予約を記憶するステップと、記憶された番組予
約に従って受信された番組データを記録および／または再生するステップと、番組予約が
仮予約であるか否かを提示するステップとを含むものである。
【００７４】
　この番組予約方法によれば、予約指令装置において、拡張番組識別、番組情報およびマ
ッピング情報が受信され、受信された拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択され
、受信されたマッピング情報に基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識
別が取得される。選択された番組の予約のために拡張番組識別に基づく拡張予約命令が送
信された後、取得された番組識別に基づく予約命令が送信される。予約実行装置において
、番組データ、および予約指令装置から送信される拡張予約命令および予約命令が受信さ
れ、受信された拡張予約命令に基づいて拡張番組識別が取得され、予約命令に基づいて番
組識別が取得される。拡張予約命令が受信された場合に取得された拡張番組識別に基づく
番組予約が仮予約として記憶され、予約命令が受信された場合に取得された番組識別に基
づく番組予約が記憶される。記憶された番組予約に従って受信された番組データが記録お
よび／または再生される。また、記憶された番組予約が仮予約であるか否かが提示される
。
【００７５】
　このようにして、予約指令装置において拡張番組情報からマッピング情報を用いて番組
識別が取得され、予約指令装置から予約実行装置に拡張番組識別に基づく拡張予約命令が
仮予約として送信された後、番組識別に基づく予約命令が送信される。それにより、拡張
番組識別に基づく仮の番組予約の後、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００７６】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、番組識別に基づく予約命令が記録再生機器に送信されるの
で、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情報に基づく予約命令により
番組予約が行われる。
【００７７】
　また、予約実行装置において、記憶された番組予約が仮予約であるか否かが提示される
。それにより、ユーザは、最新の放送予定に基づく番組予約が完了したか否かを容易に認
識することができる。
【００７８】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００７９】
　（１８）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約方法は、放送局から送出される番組データ、番
組を識別するための番組識別を含む番組情報、番組識別の送出よりも前に番組を識別する
ための拡張番組識別を含む拡張番組情報、および拡張番組識別と番組識別との対応を示す
マッピング情報を受信する番組予約方法であって、予約指令装置により番組の予約を指令
するステップと、指令された予約を予約実行装置により実行するステップとを備え、予約
を指令するステップは、拡張番組情報を受信するステップと、受信された拡張番組情報に
基づいて予約すべき番組を選択するためのステップと、受信されたマッピング情報に基づ
いて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別を取得するステップと、選択され
た番組の拡張番組識別に基づく拡張予約命令を送信した後、取得された番組識別に基づい
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て予約命令を送信するステップとを含み、予約を実行するステップは、番組データ、およ
び送信される拡張予約命令または予約命令を受信するステップと、受信された拡張予約命
令または予約命令に基づいて番組予約を記憶するステップと、記憶された番組予約に従っ
て受信された番組データを記録および／または再生するステップとを含むものである。
【００８０】
　この番組予約方法によれば、予約指令装置において、拡張番組情報が受信され、受信さ
れた拡張番組情報に基づいて予約すべき番組が選択される。受信されたマッピング情報に
基づいて選択された番組の拡張番組識別に対応する番組識別が取得され、選択された番組
の拡張番組識別に基づく拡張予約命令が送信された後、取得された番組識別に基づいて予
約命令が送信される。予約実行装置において、番組データ、および予約指令装置から送信
される拡張予約命令または予約命令が受信され、受信された拡張予約命令または予約命令
に基づいて番組予約が記憶される。記憶された番組予約に従って受信された番組データが
記録および／または再生される。
【００８１】
　このようにして、予約指令装置において拡張番組情報からマッピング情報を用いて番組
識別が取得され、予約指令装置から予約実行装置に拡張番組識別に基づく拡張予約命令が
送信された後、番組識別に基づく予約命令が送信される。それにより、拡張番組識別に基
づく番組予約の後、番組識別に基づく番組予約が行われる。
【００８２】
　ここで、拡張番組情報に適合していない記録再生機器が予約指令装置に接続されること
がある。そのような場合でも、番組識別に基づく予約命令が記録再生機器に送信されるの
で、拡張番組情報に適合していない記録再生機器では、番組情報に基づく予約命令により
番組予約が行われる。
【００８３】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【００８４】
　（１９）
　本発明のさらに他の局面に従う番組予約方法は、放送局から送出される番組データ、番
組を識別するための番組識別を含む番組情報、番組識別の送出よりも前に番組を識別する
ための拡張番組識別を含む拡張番組情報、および拡張番組識別と番組識別との対応を示す
マッピング情報を受信する番組予約方法であって、予約指令装置により番組の予約を指令
するステップと、指令された予約を予約実行装置により実行するステップとを備え、予約
を指令するステップは、番組情報を受信するステップと、受信された番組情報に基づいて
予約すべき番組を選択するためのステップと、選択された番組の予約のために番組識別に
基づく予約命令を送信するステップとを含み、予約を実行するステップは、番組データ、
拡張番組情報、マッピング情報、番組情報および送信される予約命令を受信するステップ
と、受信された予約命令から拡張番組識別を取得するステップと、拡張番組識別が取得さ
れた場合に、受信されたマッピング情報に基づいて取得された拡張番組識別に対応する番
組識別を取得し、拡張番組識別が取得されない場合に、受信された予約命令から番組識別
を取得するステップと、取得された番組識別に基づいて番組予約を記憶するステップと、
記憶された番組予約に従って受信された番組データを記録および／または再生するステッ
プとを含むものである。
【００８５】
　この番組予約方法によれば、予約指令装置において、番組情報が受信され、受信された
番組情報に基づいて予約すべき番組が選択され、選択された番組の予約のために番組識別
に基づく予約命令が送信される。予約実行装置において、番組データ、拡張番組情報、マ
ッピング情報、番組情報および予約指令装置から送信される予約命令が受信され、受信さ
れた予約命令から拡張番組識別が取得される。拡張番組識別が取得された場合に、受信さ
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れたマッピング情報に基づいて取得された拡張番組識別に対応する番組識別が取得される
。拡張番組識別が取得されない場合に、受信された予約命令から番組識別が取得される。
取得された番組識別に基づいて番組予約が記憶され、記憶された番組予約に従って受信さ
れた番組データが記録および／または再生される。
【００８６】
　このようにして、予約指令装置から予約実行装置に番組識別に基づく予約命令が送信さ
れ、予約実行装置において、予約命令に応じて拡張番組識別に基づく番組予約または番組
識別に基づく番組予約が行われる。
【００８７】
　ここで、拡張番組情報に適合していない予約指令装置が予約実行装置に接続されること
がある。そのような場合でも、予約実行装置において拡張番組識別に基づく番組予約また
は番組識別に基づく番組予約が選択的に行われる。
【００８８】
　したがって、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合しているか
否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番
組予約を行うことができる。
【発明の効果】
【００８９】
　本発明によれば、予約指令装置および予約実行装置の各々が拡張番組情報に適合してい
るか否かをユーザが意識することなく確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用い
た番組予約を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００９０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図面を参照しながら説明する。複数の図の
間で同一の構成要素には同一の符号を付与し、説明の一部または全てを省略する。また、
同じ構成要素が同一の図に複数現れる場合には、符号の末尾にアルファベット１文字を付
与することにより説明の一部または全てを省略する。
【００９１】
　（１）第１の実施の形態
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る番組予約システムの構成を示すブロック図であ
る。
【００９２】
　番組予約システムは、受信アンテナ１１０、受信装置１２０および録画装置１３０から
構成される。
【００９３】
　受信装置１２０は、番組の録画または再生の予約を指令する予約指令装置である。また
、録画装置１３０は、受信装置１２０により指令された番組の予約を実行する予約実行装
置である。
【００９４】
　受信アンテナ１１０は、放送電波を受信し、その放送電波を電気信号であるアンテナ信
号に変換して出力する。受信アンテナ１１０は通常のテレビ放送用の受信アンテナである
。アンテナ信号には、番組自体のデータ（以下、番組データと呼ぶ）、および番組編成情
報のように番組に付随するデータ（以下、付随データと呼ぶ）が含まれる。ここで、番組
データは、番組を再生するためのデータであり、例えば映像データ、および音声データ等
から構成される。
【００９５】
　なお、以下では、番組データおよび付随データが放送により番組予約システムに伝送さ
れる例について説明するが、本発明はあらゆるデータおよび情報の伝送システムにより実
施可能である。例えば、番組データおよび付随データが蓄積型放送サービス、通信による
ストリーミング、ファイル共有、ファイルダウンロードまたはプッシュ型サービスにより
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番組予約システムに伝送されてもよく、ＤＶＤ（デジタル・バーサタイル・ディスク）ま
たはブルーレイ（Ｂｌｕ－ｒａｙ）ディスク等のパッケージメディアの物理的な配送によ
り番組データおよび付随データが番組予約システムに伝送されてもよい。あるいは、一部
の番組データまたは付随データが他の番組データまたは付随データとは別の伝送システム
で伝送されてもよい。
【００９６】
　受信装置１２０は、受信アンテナ１１０により得られるアンテナ信号に含まれる番組を
再生する。また、受信装置１２０は、番組の放送予定を示す番組表を表示し、ユーザによ
り番組表の中から選択された番組の録画または再生の予約を録画装置１３０に登録する。
【００９７】
　受信装置１２０は、受信部１２１、番組情報格納部１２２、マッピング情報格納部１２
３、予約管理部１２４、拡張予約管理部１２５、命令送受信部１２６、ＵＩ（ユーザイン
タフェース）処理部１２７、提示部１２８および操作入力部１２９を含む。ここで、受信
装置１２０の各構成要素について詳細に説明する。
【００９８】
　受信部１２１は、受信アンテナ１１０で受信されたアンテナ信号から、特定の放送局に
より送出された番組データおよび付随データのみを選択的に抽出する。受信部１２１は、
番組データおよび付随データの伝送システムに適合する構成を有する。例えば、伝送シス
テムに通信技術が用いられる場合には、受信部１２１は通信データを受信する。
【００９９】
　受信部１２１は、特定の変調周波数のみを選択しデコードすることにより特定放送局の
番組を構成する番組データおよび付随データを出力する。受信部１２１は、例えば、デジ
タル放送受信装置における高周波チューナ部およびＴＳ（Transport Stream）デコーダに
より構成されている。
【０１００】
　番組情報格納部１２２は、受信部１２１により出力される付随データに含まれる番組編
成情報および拡張番組情報を格納する。番組編成情報は、複数の番組情報により構成され
る。番組情報および拡張番組情報の詳細については後述する。
【０１０１】
　マッピング情報格納部１２３は、受信部１２１により出力される付随データに含まれる
マッピング情報を格納する。マッピング情報の詳細については後述する。
【０１０２】
　番組情報、拡張番組情報およびマッピング情報が同じ伝送経路を通して受信装置１２０
および録画装置１３０に伝送される必要はない。例えば、番組情報は放送を通して取得さ
れ、拡張番組情報は番組情報雑誌に付属のパッケージメディアを用いて取得され、マッピ
ング情報はネットワーク通信を経由して取得されてもよい。あるいは、受信装置１２０は
全てまたは一部の情報を放送から受信してもよい。録画装置１３０は、ネットワーク通信
を経由して全てまたは一部の情報を受信してもよく、または受信装置１２０から全てまた
は一部の情報を受信してもよい。
【０１０３】
　また、全ての番組データが放送局から取得される必要はなく、録画装置１３０が一部の
番組データを放送局のビデオサーバからネットワークを経由してダウンロードしてもよく
、ストリーミング再生を行ってもよい。
【０１０４】
　なお、マッピング情報または拡張番組情報に、番組名、番組のジャンル、番組の説明文
、出演者、または関連情報へのリンク情報等が付加されてもよい。
【０１０５】
　予約管理部１２４は、ユーザにより登録された予約を管理する。この場合、予約管理部
１２４は、命令送受信部１２６を経由して命令を録画装置１３０に送信し、録画装置１３
０を制御する。それにより、番組予約システムの全体として予約機能が実現される。
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【０１０６】
　ここで、「予約」とは、設定された日時に番組の録画または再生を開始する機能である
。
【０１０７】
　また、「予約の登録」とは、予約エントリを番組予約システムに格納することをいう。
予約の登録は、ユーザによる操作入力部１２９の操作をトリガーとしてＵＩ処理部１２７
から要求される。予約管理部１２４は、その要求に従って予約エントリを格納する。それ
により、予約の登録が実現される。
【０１０８】
　さらに、「予約の実行」とは、予約エントリに従って番組の放送開始時刻から実際に番
組の映像および音声を記録または再生することをいう。
【０１０９】
　具体的には、予約管理部１２４は、ユーザにより登録された予約エントリを格納および
管理する。予約エントリは、予約を実行するために必要な情報であり、番組情報格納部１
２２に格納された番組情報または拡張番組情報の一部または全部を含む。
【０１１０】
　拡張予約管理部１２５は、予約管理部１２４に格納された予約エントリと受信部１２１
により受信されたマッピング情報とを比較することにより拡張番組情報に基づく予約エン
トリに含まれる拡張番組識別を番組識別に対応付ける。この対応付けにより、拡張番組情
報に基づく予約エントリを番組情報に基づく予約エントリと全く同等に扱うことが可能と
なる。
【０１１１】
　なお、拡張番組識別は、放送局と放送日時との組、送出装置等によるカウントアップに
より自動的に生成されるＩＤ（識別子）、番組情報を入力するオペレータにより入力され
るＩＤ（識別子）、番組名文字列、またはこれらの組み合わせであってもよい。あるいは
、拡張番組情報として、これらの情報をハッシュ関数等の何らかの変換関数で変換するこ
とにより得られた値を用いてもよい。
【０１１２】
　命令送受信部１２６は、録画装置１３０へ命令を送信する。なお、命令送受信部１２６
から録画装置１３０への命令のデータ伝送方法は限定されない。例えば、受信装置１２０
と録画装置１３０とが有線通信で接続されてもよいし、無線通信で接続されてもよい。あ
るいは、受信装置１２０と録画装置１３０との間にインターネット等の伝送ストラクチャ
またはファイル共有システム等が介在することにより、受信装置１２０と録画装置１３０
とが空間的または時間的に離れて存在していてもよい。
【０１１３】
　命令送受信部１２６としては、赤外線によるリモコン信号発生器、ＨＤＭＩ（High Def
inition Multimedia Interface）で定義される機器制御プロトコルＣＥＣ（Consumer Ele
ctronics Control）の送信器、またはＩＰ（Internet Protocol）の送信器等が用いられ
る。ＨＤＭＩはデジタル映像音声信号の伝送インタフェースである。
【０１１４】
　命令送受信部１２６により送信される命令は、録画装置１３０に予約を登録させる命令
、および録画装置１３０による録画を即時に開始または終了させる命令等を含む。予約を
登録させる命令には日時および放送局等に関する情報が含まれる。録画装置１３０は、命
令送受信部１２６により送信された命令において指定された日時に指定された放送局の番
組の記録または再生を開始する。
【０１１５】
　ＵＩ処理部１２７は、ユーザとの対話を管理するとともに、受信装置１２０全体を制御
する。ユーザとの対話は、操作入力部１２９に対するユーザの操作を受け付け、提示部１
２８に情報を提供するいわゆるＧＵＩ（Graphic User Interface）により実現される。す
なわち、ＵＩ処理部１２７は、受信装置１２０の状態の一部を提示部１２８のＯＳＤ（On
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 Screen Display）によるグラフィック表示で表現するとともに、操作入力部１２９に対
するユーザの操作によりグラフィック表示を変化させる。その結果、受信装置１２０の状
態が遷移する。また、ＵＩ処理部１２７は、受信部１２１から出力される番組データの再
生、番組情報格納部１２２に格納される番組編成情報からのＥＰＧのグラフィック表示イ
メージの生成、もしくはあらゆるＯＳＤのグラフィック表示イメージの生成、またはこれ
らの合成出力等を行う。
【０１１６】
　提示部１２８は、ＵＩ処理部１２７により出力される映像音声データをユーザに提示す
る。提示部１２８は、プラズマ表示パネルまたは液晶表示パネル等の表示パネル、および
スピーカー等の音声発生器を含む。
【０１１７】
　操作入力部１２９は、ユーザから受信装置１２０に対する操作を入力する入カデバイス
である。操作入力部１２９は、リモコン本体とリモコン信号受信部との組み合わせ、キー
ボード、マウス等のポインティングデバイス、もしくは音声入力装置等、またはそれらの
組み合わせにより構成される。
【０１１８】
　録画装置１３０は、受信部１２１ａ、番組情報格納部１２２ａ、マッピング情報格納部
１２３ａ、命令送受信部１３１、拡張予約実行部１３２、予約実行部１３３および番組録
画再生部１３４を含む。ここで、録画装置１３０の各構成要素について詳細に説明する。
【０１１９】
　録画装置１３０における受信部１２１ａ、番組情報格納部１２２ａおよびマッピング情
報格納部１２３ａの構成および機能は、受信装置１２０における受信部１２１、番組情報
格納部１２２およびマッピング情報格納部１２３の構成および機能と同様である。
【０１２０】
　命令送受信部１３１は、受信装置１２０の命令送受信部１２６から送信された命令を受
信する。命令送受信部１３１は、命令送受信部１２６で用いられる物理的／論理的通信イ
ンタフェースに適合した受信回路により構成される。
【０１２１】
　拡張予約実行部１３２は、命令送受信部１３１により受信された命令および受信部１２
１ａにより受信されたマッピング情報を用いて予約実行部１３３を制御することにより、
拡張番組情報に基づいた番組予約を実行する。
【０１２２】
　予約実行部１３３は、命令送受信部１３１からの命令に従って番組予約を実行する。こ
の場合、予約実行部１３３は、所定の時刻に、選択すべき放送局を受信部１２１ａに指令
するとともに、番組録画再生部１３４に受信部１２１ａから出力される番組データの記録
を開始させる。それにより、予約が実行される。予約実行部１３３は、予約命令を受け取
った場合には、その予約命令の情報を予約エントリとして記憶する。予約命令は、予約し
たい番組の放送日時および放送局の情報を含む。そして、予約実行部１３３は、番組録画
再生部１３４に指定された放送日時に指定された放送局の番組データの記録を開始させる
。予約実行部１３３は、即時に記録を開始する命令を受け取った場合には、命令を受け取
った時点から、命令により指定された放送局の番組データの記録を即時に番組録画再生部
１３４に開始させる。
【０１２３】
　番組録画再生部１３４は、受信部１２１ａにより受信された番組データを記録するとと
もに、必要に応じて番組データに基づく映像音声データを再生する。再生された映像音声
データは、受信装置１２０のＵＩ処理部１２７に入力されることにより合成され、提示部
１２８に出力される。それにより、ユーザが番組を視聴することが可能となる。
【０１２４】
　図２（ａ）は拡張番組情報の一例を示す図、図２（ｂ）はマッピング情報の一例を示す
図、図２（ｃ）は番組情報の一例を示す図である。
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【０１２５】
　図２（ｃ）の表２３０は番組情報を表す。複数の番組情報が番組編成情報を構成する。
表２３０の列２３１に放送日時が格納され、列２３２に放送局が格納され、列２３３に番
組の識別に用いられる番組識別が格納され、列２３４に番組名が格納される。
【０１２６】
　図２（ａ）の表２１０は拡張番組情報を表す。表２１０の列２１１に放送日時が格納さ
れ、列２１２に放送局が格納され、列２１３に番組の識別に用いられる拡張番組識別が格
納され、列２１４に番組名が格納される。すなわち、拡張番組情報は、通常の番組情報に
おける番組識別の代わりに拡張番組識別を含む。
【０１２７】
　拡張番組識別は、少なくとも、任意の時点での拡張番組情報の全体に対してユニークで
ある必要がある。番組への拡張番組識別の割り当ては、番組へ番組識別を割り当てる装置
とは別個の送出装置により行われる。そのため、拡張番組情報が生成された時点では番組
識別の値は確定していない。実際に番組情報に対応する番組が放送される一定期間前にな
って初めて番組識別の値が番組に割り当てられ確定する。例えば番組識別による番組編成
情報が送出される前日に、放送局のオペレータが番組編成情報を入力することで確定する
。
【０１２８】
　放送局システムにおいて、番組識別の値が確定した時点で拡張番組識別と番組識別とを
一対一に対応付けるためのマッピング情報が生成され、放送される。
【０１２９】
　図２（ｂ）の表２２０はマッピング情報を表す。このマッピング情報においては、各行
が１つの番組に対応している。列２２１に放送日時が格納され、列２２２に放送局が格納
され、列２２３に拡張番組識別が格納され、例２２４に番組識別が格納される。これによ
り、拡張番組識別が番組識別に対応付けられる。
【０１３０】
　拡張番組情報を用いた予約処理は以下のように行われる。まず、番組情報の代わりに拡
張番組情報がユーザに提示される。ユーザは、拡張番組識別を選択することにより予約す
べき番組を決定する。選択された拡張番組情報は予約エントリとして予約管理部１２４に
格納される。
【０１３１】
　次に、放送の一定期間前になってマッピング情報が受信部１２１により受信されると、
そのマッピング情報はマッピング情報格納部１２３に格納される。そして、予約管理部１
２４に格納された予約エントリの中に、受信されたマッピング情報の拡張番組識別と一致
する拡張番組識別を有する予約エントリがあるか否か判定される。受信されたマッピング
情報の拡張番組識別がいずれかの予約エントリの拡張番組識別と一致すると、その拡張番
組識別に対応する番組識別が決定される。例えば、図２（ｂ）のマッピング情報２２５の
拡張番組識別は、図２（ａ）の拡張番組情報２１５の拡張番組識別に一致する。それによ
り、番組名「ＸＹＺスペシャル」の番組識別が「０ｘ１００２ａ１０２」であることがわ
かる。
【０１３２】
　決定された番組識別に基づいて番組情報が検索される。それにより、検索された番組情
報に含まれる放送日時、放送局および番組名等の情報を得ることが可能となる。例えば、
マッピング情報２２５の番組識別に基づいて番組情報２３５が検索される。それにより、
番組識別「０ｘ１００２ａ１０２」に対応する番組の放送日時が「２００６／５／２の２
１：００～２２：５０」、放送局が「ＸＹＺ－ＴＶ」、番組名が「ＸＹＺスペシャル２０
０６」であることがわかる。
【０１３３】
　マッピング情報は、番組に番組識別が割り当てられた時点以降に送出され、典型的には
、番組の放送日から、番組編成情報が送出される一定期間遡った時点で送出される。例え
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ば、番組の放送日の７日前にマッピング情報が送出される。
【０１３４】
　上記のように、いずれかの予約エントリの拡張番組識別が受信されたマッピング情報の
拡張番組識別と一致した場合には、その予約エントリの番組識別が決定される。その時点
で、決定された番組識別を含む番組情報を用いて予約命令が生成され、録画装置１３０に
送信される。予約命令には、番組の放送日時および放送局が含まれる。
【０１３５】
　なお、本実施の形態では、マッピング情報は、番組情報および拡張番組情報とは別個の
情報であるが、複数の情報を複合した格納形式を用いてもよい。例えば、拡張番組情報に
番組識別を格納するフィールドを設けてもよい。この場合、番組識別がそのフィールドに
格納された場合を、拡張番組情報およびマッピング情報が存在する場合と同等に扱うこと
が可能である。また、番組情報に拡張番組識別を格納するフィールドを設けてもよい。こ
の場合、拡張番組識別がそのフィールドに格納された場合を、番組情報およびマッピング
情報が存在する場合と同等に扱うことが可能である。
【０１３６】
　次に、本発明の第１の実施の形態における番組予約システムでの拡張予約の実現につい
て図面を用いて詳細に説明する。
【０１３７】
　図３は本発明の第１の実施の形態における拡張予約命令の例を示す図である。
【０１３８】
　図３（ａ）の拡張予約命令４１０は、予約すべき番組の放送日時、放送局および番組名
をそれぞれ格納するフィールド４１１，４１２，４１４に加え、拡張予約フラグを格納す
るフィールド４１３を含む。拡張予約命令４１０のフォーマットは、番組情報に基づく予
約命令に拡張予約フラグのフィールド４１３を追加したものである。
【０１３９】
　拡張番組情報に適合していない録画機器（以下、非対応の録画機器と呼ぶ）が正常に予
約登録を行うことができるようにフォーマット中の拡張予約フラグの格納場所（フィール
ド）を定めることが好ましい。それにより、非対応の録画機器においては、番組情報に基
づく通常の番組予約として予約登録が可能となる。この場合、受信装置１２０は、非対応
の録画機器に対して上位互換性を保つことができる。例えば、拡張予約フラグの格納場所
（フィールド）として、存在しているが参照されないビット位置を利用してもよい。ある
いは、文字列末尾を表す終端記号の後に拡張予約フラグを配置してもよい。
【０１４０】
　なお、拡張予約命令が番組識別を含んでもよい。この場合、番組の放送日時および放送
局のフィールド４１１，４１２を省略してもよい。録画装置１３０では、番組識別を検索
条件にして番組情報を検索することにより番組の放送日時および放送局を得ることが可能
である。このような番組識別により番組を特定する予約命令が解釈される。この場合、受
信装置１２０は、拡張予約フラグの値を無視する録画機器に対しても同様に上位互換性を
保つことができる。
【０１４１】
　次に、図３（ｂ）の拡張予約命令４２０は、予約すべき番組の放送日時、放送局および
番組名をそれぞれ格納するフィールド４２１，４２２，４２４に加え、拡張番組識別を格
納するフィールド４２３を含む。拡張番組識別を録画装置１３０に直接渡すことにより、
録画装置１３０において拡張番組識別の値を検索する必要がない。拡張番組識別を格納す
るフィールド４２３として、非対応の録画機器が無視する場所を選択するように拡張予約
命令４２０のフォーマットを決める。それにより、受信装置１２０が非対応の録画機器に
対して上位互換性を保つことができる。
【０１４２】
　次に、図３（ｃ）の拡張予約命令４３０は、予約すべき番組の放送日時４３１、放送局
４３２、番組識別４３３および番組名４３４をそれぞれ格納するフィールド４３１，４３
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２，４３３，４３４を含み、番組識別のフィールド４３３に特別な値が格納される。拡張
予約命令４３０のフォーマットは通常の番組識別に基づく予約命令のフォーマットと共通
であるため、受信装置１２０は非対応の録画機器１３０に対して上位互換性を保つことが
できる。
【０１４３】
　なお、拡張予約命令４１０，４２０，４３０が番組名を含まなくてもよい。この場合、
受信装置１３０において番組情報または拡張番組情報を用いて番組名の文字列を取得して
もよい。あるいは、番組のジャンル、番組の説明文、出演者、または関連情報へのリンク
情報等を含めて拡張予約命令を構成してもよい。
【０１４４】
　次に、第１の実施の形態に係る番組予約システムの予約登録処理について説明する。
【０１４５】
　図４は本発明の第１の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予約登録
処理を示すフローチャートである。
【０１４６】
　まず、受信部１２１は拡張番組識別を含む拡張番組情報を受信する（ステップＳ３０１
）。拡張番組情報は番組情報格納部１２２に格納される。
【０１４７】
　次に、提示部１２８は、番組情報格納部１２２に格納された拡張番組情報をユーザに提
示する（ステップＳ３０２）。例えば、ＵＩ処理部１２７が拡張番組情報をグラフィック
表示イメージに変換し、提示部１２８に出力する。それにより、提示部１２８は、グラフ
ィック表示イメージで拡張番組情報を表示する。具体的なグラフィックス表示イメージと
しては、番組表、または複数の番組の列挙等の形態が挙げられる。ユーザは、例えば、番
組表に表示されるフォーカスを操作入力部１２９のカーソルボタンにより予約したい番組
に移動させ、所定の決定ボタンを用いて決定する。
【０１４８】
　なお、グラフィックス表示イメージでは、番組情報と拡張番組情報とが混在してもよい
。この場合、例えば番組情報と拡張番組情報とが統合された１つの番組表の形態で拡張番
組情報が表示されてもよい。あるいは、拡張番組情報が番組情報格納部１２２に格納され
る番組情報と対応付けられている場合、番組情報を提示する際にユーザを拡張番組情報の
表示に誘導するようにＧＵＩを構成してもよい。番組情報を提示するタイミングとしては
、番組表の表示、番組情報に対応する番組の視聴開始時または視聴終了時等が挙げられる
。
【０１４９】
　また、提示部１２８が映像ではなく音声で番組情報を出力する場合には、番組名の読み
上げを行ってもよい。
【０１５０】
　次に、操作入力部１２９は、ユーザによる番組の選択操作を受け付ける（ステップＳ３
０３）。ユーザは、操作入力部１２９を操作することにより、ステップＳ３０２で提示さ
れた拡張番組情報の中から予約したい番組の拡張番組情報を選択する。この処理は、操作
入力部１２９が受け付けたユーザの操作に基づいてＵＩ処理部１２７がユーザにより選択
された拡張番組情報を特定することにより実行される。
【０１５１】
　次に、予約管理部１２４は、選択された拡張番組情報を拡張予約命令に変換し、変換さ
れた拡張予約命令を命令送受信部１２６により録画装置１３０に送信する（ステップＳ３
０４）。
【０１５２】
　図５は本発明の第１の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置の予約登録
処理を示すフローチャートである。
【０１５３】
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　まず、命令送受信部１３１は拡張予約命令を受信する（ステップＳ３１１）。次に、拡
張予約実行部１３２は、受信した拡張予約命令から予約エントリを生成し、生成された予
約エントリを予約実行部１３３に仮に登録する（ステップＳ３１２）。
【０１５４】
　拡張予約命令に拡張番組識別が格納されていない場合には、拡張予約命令の他のフィー
ルドを用いて拡張番組識別を求め、求められた拡張番組識別を予約エントリのフィールド
に格納する。例えば、図３の拡張予約命令４１０に対しては、放送日時および放送局を検
索条件として番組情報格納部１２２ａに格納された拡張番組情報を検索し、検索結果から
拡張番組識別を求める。
【０１５５】
　次に、受信部１２１ａはマッピング情報を受信する（ステップＳ３１３）。受信された
マッピング情報はマッピング情報格納部１２３ａに格納される。
【０１５６】
　なお、拡張予約命令を受信する前にマッピング情報格納部１２３ａに格納されたマッピ
ング情報についても同様に処理されるものとする。これにより、番組編成情報が送出され
る一定期間内で番組を拡張番組情報に基づいて予約した場合にも、同様に予約を登録する
ことができる。
【０１５７】
　次に、拡張予約実行部１３２は、受信されたマッピング情報の拡張番組識別が予約実行
部１３３に格納されたいずれかの予約エントリの拡張番組識別と一致するか否かを判定す
る（ステップＳ３１４）。
【０１５８】
　マッピング情報の拡張番組識別がいずれかの予約エントリの拡張番組識別と一致する場
合には、拡張予約実行部１３２はマッピング情報から番組識別を得る（ステップＳ３１５
）。
【０１５９】
　マッピング情報の拡張番組識別がいずれの予約エントリの拡張番組識別とも一致しない
場合には、ステップＳ３１３に戻る。
【０１６０】
　さらに、拡張予約実行部１３２は、ステップＳ３１４で一致した拡張番組識別を有する
予約実行部１３３内の予約エントリに番組識別を格納する（ステップＳ３１６）。この処
理により、予約エントリは番組情報に基づいて予約登録を行った場合と全く同じ情報を含
むことになる。
【０１６１】
　上記のように、拡張番組情報に基づいて予約登録を行った場合でも、番組情報に基づい
て予約登録を行った場合と同様の機能性を実現できる。すなわち、番組追従、イベントリ
レーまたは番組名の変更等が可能となる。
【０１６２】
　さらに、拡張予約命令のフォーマットとして非対応の録画機器の上位互換のフォーマッ
トを選択することにより、非対応の録画機器に対して同じ拡張予約命令を送信した場合、
少なくとも番組の放送日時または放送局が変更されない限り予約が正常に登録および実行
される。このため、ユーザは録画装置が拡張番組情報に適合していない機種であるか、ま
たは録画装置が拡張番組情報に適合している機種であるかを意識することなく拡張番組情
報に基づく予約を利用することができる。
【０１６３】
　なお、番組名、番組のジャンル、番組の説明文、出演者、および関連情報へのリンク情
報等も拡張予約命令と同時に送信されてもよいし、録画装置１３０で番組情報格納部１２
２ａに記憶される番組情報が参照されてもよい。
【０１６４】
　（２）第２の実施の形態
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　図６は本発明の第２の実施の形態に係る番組予約システムの構成を示すブロック図であ
る。
【０１６５】
　図６の受信装置１２０の構成は図１の受信装置１２０の構成と同様である。ただし、以
下に説明するように、図６の受信装置１２０の動作は図１の受信装置１２０の動作と異な
る。
【０１６６】
　また、図６の録画装置１３０ａが図１の録画装置１３０の構成と異なるのは、マッピン
グ情報格納部１２３ａおよび拡張予約実行部１３２を含まない点である。
【０１６７】
　図７は本発明の第２の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予約登録
処理を示すフローチャートである。
【０１６８】
　図７のステップＳ３０１～Ｓ３０３の処理は、図４のステップＳ３０１～Ｓ３０３の処
理と同様である。
【０１６９】
　拡張予約管理部１２５は、ステップＳ３０３で選択された番組の予約エントリを記憶す
る（ステップＳ５０１）。
【０１７０】
　次に、受信部１２１はマッピング情報を受信する（ステップＳ３１３）。受信されたマ
ッピング情報はマッピング情報格納部１２３に格納される。
【０１７１】
　次に、拡張予約管理部１２５は、受信されたマッピング情報の拡張番組識別が拡張予約
管理部１２５に格納されたいずれかの予約エントリの拡張番組識別と一致するか否かを判
定する（ステップＳ３１４）。
【０１７２】
　マッピング情報の拡張番組識別がいずれかの予約エントリの拡張番組識別と一致する場
合には、拡張予約管理部１２５はマッピング情報から番組識別を得る（ステップＳ３１５
）。
【０１７３】
　マッピング情報の拡張番組識別がいずれの予約エントリの拡張番組識別とも一致しない
場合には、ステップＳ３１３に戻る。
【０１７４】
　次に、拡張予約管理部１２５は、予約された番組の開始時刻まで待つ（ステップＳ５０
２）。予約された番組の開始時刻になると、拡張予約管理部１２５は、ステップＳ３１５
で得られた番組識別を用いて予約命令を生成し、生成された予約命令を命令送受信部１２
６により録画装置に送信する（ステップＳ５０３）。
【０１７５】
　以上のように、本実施の形態では、ステップＳ３１４で予約エントリの拡張番組識別と
一致する拡張番組識別を有するマッピング情報が受信されたときに拡張予約命令ではない
通常の予約命令が録画装置１３０ａに送信される。したがって、本実施の形態に係る番組
予約システムは、非対応の録画装置１３０ａを用いて実現可能である。
【０１７６】
　受信装置１２０と録画装置１３０ａとに必ずしも同時に番組情報、拡張番組情報および
マッピング情報等が蓄積されているとは限らない。例えば、録画装置１３０ａがある番組
を録画中であるためにこれらの情報を受信することができない場合、録画装置１３０ａの
主電源が数日間オフにされている場合、あるいは録画装置１３０ａでの放送の受信状況ま
たは受信能力が受信装置１２０と異なる場合等が想定できる。受信装置１２０に比べて録
画装置１３０ａに十分な情報が蓄積されていない場合には、録画装置１３０ａにおいて予
約の登録が正常に行われない可能性がある。
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【０１７７】
　そのような場合、受信装置１２０から録画装置１３０ａに予約命令が送信されるタイミ
ングは、受信装置１２０において予約エントリの拡張番組識別と一致する拡張番組識別を
有するマッピング情報が受信されてすぐではなく、受信装置１２０において予約エントリ
の拡張番組識別と一致する拡張番組識別を有するマッピング情報が受信されてから十分な
時間（例えば１日）が経過した時点であることが好ましい。本実施の形態では、予約され
た番組の開始時刻に受信装置１２０から録画装置１３０ａに予約命令が送信される。
【０１７８】
　それにより、予約命令が録画装置１３０ａに送信されたときに、録画装置１３０ａに十
分な情報が蓄積されていることが保証される。その結果、録画装置１３０ａにおいて正常
に予約登録が行われる可能性を高めることが可能となる。ここで、予約登録が正常である
とは、正しい番組識別が得られることだけでなく、最新の番組情報に含まれる番組名、課
金情報またはパレンタルレート等の番組の属性情報が参照可能であることを意味している
。
【０１７９】
　なお、受信装置１２０が録画装置１３０ａに予約命令を送信するタイミングは、予約さ
れた番組の開始時刻より前であってもよい。受信装置１２０において予約エントリの拡張
番組識別と一致する拡張番組識別を有するマッピング情報が受信されてから一定の時間が
経過した時点で受信装置１２０が録画装置１３０ａに予約命令を送信してもよい。あるい
は、予約された番組の開始時刻の一定時間前または直前に受信装置１２０が録画装置１３
０ａに予約命令を送信してもよい。
【０１８０】
　さらに、録画装置１３０ａが予約命令を受信してから十分な時間が経過した時点で予約
登録の処理が行われてもよい。この場合にも、録画装置１３０ａにおいて正常に予約登録
が行われる可能性を高めることが可能となる。
【０１８１】
　また、受信装置１２０は予約された番組の開始時刻に録画を即時に開始する命令を録画
装置１３０ａに送信してもよい。
【０１８２】
　図８は予約一覧画面の一例を示す図である。予約一覧画面は、ＵＩ処理部１２７が予約
管理部１２４および拡張予約管理部１２５に格納される情報を用いてグラフィックスイメ
ージを生成することにより提示部１２８に表示される。
【０１８３】
　予約一覧画面６１０は、予約された番組ごとに放送局、日時、番組名および状態をそれ
ぞれ表示する欄６１１，６１２，６１３，６１４を有する。
【０１８４】
　番組の予約の状態は、マッピング情報の受信前の状態（図７のステップＳ５０１～Ｓ３
１３の状態）、予約命令の送信待ちの状態（図７のステップＳ３１４～Ｓ５０２の状態）
、予約命令の送信済みの状態（図７のステップＳ５０３の状態）、および放送中止の状態
等である。
【０１８５】
　図８の例では、番組６３１の予約は予約命令の送信済みの状態にあり、番組６３２の予
約は放送中止の状態にある。また、番組６３３，６３４は１つの番組であることが示され
ている。さらに、番組６３５の予約はマッピング情報の受信前の状態にある。
【０１８６】
　このような予約一覧画面６１０によりユーザは各番組の予約の状態を容易に認識するこ
とができる。
【０１８７】
　（３）第３の実施の形態
　本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムの構成は図６の番組予約システムの
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構成と同様である。なお、図６の録画装置１３０ａの代わりに図１の録画装置１３０を用
いてもよい。
【０１８８】
　ただし、以下に説明するように、本実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装
置１２０の動作は図６の受信装置１２０の動作と異なり、本実施の形態に係る番組予約シ
ステムにおける録画装置１３０ａの動作は図６の録画装置１３０の動作と異なる。
【０１８９】
　図９は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予約登録
処理を示すフローチャートである。
【０１９０】
　図９のステップＳ３０１～Ｓ５０１の処理は、図７のステップＳ３０１～Ｓ５０１の処
理と同様である。
【０１９１】
　拡張予約管理部１２５は、現時点での放送日時および放送局を含む拡張予約命令を仮予
約命令として命令送受信部１２６により録画装置１３０ａに送信する（ステップＳ６０１
）。
【０１９２】
　図９のステップＳ３１３～Ｓ５０３の処理は、図７のステップＳ３１３～Ｓ５０３の処
理と同様である。
【０１９３】
　以上のように、本実施の形態では、マッピング情報の受信後に番組の開始時刻（ステッ
プＳ５０２）で予約命令が録画装置１３０ａに送信される（ステップＳ５０３）だけでな
く、ユーザによる番組の選択操作を受け付けた（ステップＳ３０３）直後にも同じ番組に
ついての拡張予約命令が仮予約命令として録画装置１３０ａに送信される（ステップＳ６
０１）。
【０１９４】
　図１０は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置の予約登
録処理を示すフローチャートである。
【０１９５】
　まず、命令送受信部１３１は命令を受信する（ステップＳ７０１）。次に、予約実行部
１３３は、ステップＳ７０１で受信された命令が仮予約命令であるか否かを判定する（ス
テップＳ７０２）。
【０１９６】
　受信された命令が仮予約命令である場合には、予約実行部１３３は、仮予約命令を仮予
約として新規登録する（ステップＳ７０３）。この場合、拡張予約命令を含む予約エント
リが予約実行部１３３に登録される。その後、ステップＳ７０１に戻る。
【０１９７】
　受信された命令が仮予約命令でない場合には、予約実行部１３３は、ステップＳ７０１
で受信された命令が予約命令であるか否かを判定する（ステップＳ７０４）。
【０１９８】
　受信された命令が予約命令である場合には、予約実行部１３３は、その予約命令に対応
する仮予約が予約実行部１３３に既に登録されているか否かを判定する（ステップＳ７０
５）。
【０１９９】
　対応する仮予約が予約実行部１３３に既に登録されている場合には、予約実行部１３３
は、登録されている仮予約の予約エントリを予約命令の予約エントリで上書きする（ステ
ップＳ７０６）。その後、ステップＳ７０１に戻る。
【０２００】
　ステップＳ７０４で受信された命令が予約命令でない場合には、ステップＳ７０１に戻
る。



(28) JP 5059775 B2 2012.10.31

10

20

30

40

50

【０２０１】
　ステップＳ７０５で対応する仮予約が予約実行部１３３に既に登録されていない場合に
は、予約実行部１３３は、予約命令に基づく予約を新規登録する（ステップＳ７０７）。
その後、ステップＳ７０１に戻る。
【０２０２】
　上記のように、本実施の形態に係る番組予約システムによれば、ユーザが予約する番組
を選択した直後から録画装置１３０ａにおいて予約エントリの存在を確認することができ
る。また、非対応の録画機器であっても、番組の放送日時、放送局または番組名等の番組
に付随する情報が変更された場合に予約エントリを最新の内容に更新することができる。
【０２０３】
　なお、本実施の形態では、ステップＳ７０２で拡張予約命令による仮予約命令と通常の
予約命令とが区別されるが、仮予約命令と通常の予約命令とが区別されずに、常にステッ
プＳ７０５以降の処理が実行されてもよい。ただし、この場合には、受信装置１２０のＧ
ＵＩ等で仮予約と通常の予約とを確認することはできない。
【０２０４】
　図１１は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置の予約削
除処理を示すフローチャートである。
【０２０５】
　まず、予約実行部１３３は、予約一覧画面を表示する（ステップＳ９０１）。予約一覧
には、例えば、予約された番組の放送局、日時、番組名、および仮予約であるか否かが表
示される。ここで、予約実行部１３３は、受信装置１２０のＵＩ処理部１２７、提示部１
２８および操作入力部１２９と同じ機能を有する。
【０２０６】
　次に、予約実行部１３３は、ユーザによる削除すべき番組の選択操作を受け付ける（ス
テップＳ９０２）。ユーザは、ステップＳ９０１で表示された予約番組一覧から削除した
い番組を選択する。
【０２０７】
　次に、予約実行部１３３は、選択された予約が仮予約であるか否かを判定する（ステッ
プＳ９０３）。
【０２０８】
　選択された予約が仮予約である場合には、予約実行部１３３は命令送受信部１３１によ
り予約削除要求を送信する（ステップＳ９０４）。予約削除要求は、拡張番組情報または
番組情報を用いて生成される。
【０２０９】
　その後、予約実行部１３３は、命令送受信部１３１により削除完了通知が受信されるま
で待機する（ステップＳ９０５）。
【０２１０】
　命令送受信部１３１により削除完了通知が受信された場合には、予約実行部１３３は、
選択された番組の予約エントリを削除することにより予約を削除する（ステップＳ９０６
）。
【０２１１】
　ステップＳ９０３で選択された予約が仮予約でない場合には、選択された番組の予約エ
ントリを削除することにより予約を削除する（ステップＳ９０６）。
【０２１２】
　図１２は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予約削
除処理を示すフローチャートである。
【０２１３】
　まず、命令送受信部１２６は、録画装置１３０ａから送信される予約削除要求を受信す
る（ステップＳ９２１）。
【０２１４】
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　次に、予約管理部１２４は、予約削除要求により指定される予約エントリを検索し、検
索された予約エントリを削除することにより予約を削除する（ステップＳ９２２）。
【０２１５】
　その後、命令送受信部１２６は、削除完了通知を送信する（ステップＳ９２３）。
【０２１６】
　このように、ユーザが録画装置１３０ａにおいて予約を削除することにより、受信装置
１２０においても予約が自動的に削除される。
【０２１７】
　（４）第４の実施の形態
　本発明の第４の実施の形態に係る番組予約システムの構成は図１の番組予約システムま
たは図６の番組予約システムの構成と同様である。
【０２１８】
　ただし、以下に説明するように、本実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装
置１２０の動作は図１または図６の受信装置１２０の動作と異なり、本実施の形態に係る
番組予約システムにおける録画装置１３０ａの動作は図１または図６の録画装置１３０，
１３０ａの動作と異なる。
【０２１９】
　図１３は本発明の第４の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予約登
録処理を示すフローチャートである。
【０２２０】
　図１３のステップＳ３０１～Ｓ５０１の処理は、図７のステップＳ３０１～Ｓ５０１の
処理と同様である。
【０２２１】
　拡張予約管理部１２５はステップＳ５０１で選択された番組の拡張番組情報に基づいて
拡張予約命令を生成し、生成された拡張予約命令を予約命令として命令送受信部１２６に
より録画装置１３０ａに送信する（ステップＳ８０１）。
【０２２２】
　図１３のステップＳ３１３～Ｓ５０２の処理は、図７のステップＳ３１３～Ｓ５０２の
処理と同様である。
【０２２３】
　予約された番組の開始時刻になると、拡張予約管理部１２５は、ステップＳ３１５で得
られた番組識別を用いて予約命令を生成し、生成された予約命令を命令送受信部１２６に
より録画装置に送信する（ステップＳ８０２）。
【０２２４】
　このように、ユーザが１回の番組予約操作を行うと、ユーザが予約する番組を選択した
時点で拡張予約命令が予約命令として録画装置１３０ａに送信され（ステップＳ８０１）
、マッピング情報の拡張番組識別が拡張予約命令に対応する拡張番組識別と一致した時点
で再度予約命令が録画装置１３０ａに送信される（ステップＳ８０２）。
【０２２５】
　図１４は本発明の第４の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置の予約登
録処理を示すフローチャートである。ここでは、本実施の形態に係る番組予約システムが
図６の録画装置１３０ａを含むものとする。録画装置１３０ａは非対応の録画機器である
。
【０２２６】
　まず、命令送受信部１３１は予約命令を受信する（ステップＳ７０１）。次に、予約実
行部１３３は、ステップＳ７０１で受信された命令が番組識別に基づく予約命令であるか
否かを判定する（ステップＳ９０１）。
【０２２７】
　受信された命令が番組識別に基づく予約命令である場合には、予約実行部１３３は、予
約命令を新規登録する（ステップＳ７０７）。この場合、予約命令を含む予約エントリが
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予約実行部１３３に登録される。その後、ステップＳ７０１に戻る。
【０２２８】
　すなわち、録画装置１３０ａでは、図１３のステップＳ８０１で受信装置１２０から送
信される拡張予約命令に基づく予約命令は無視されるが、ステップＳ８０２で受信装置１
２０から送信される予約命令に基づく予約が登録される。
【０２２９】
　一方、本実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置１２０に図１の録画装置
１３０を接続することもできる。この場合、録画装置１３０では、図１３のステップＳ８
０１で受信装置１２０から送信される予約命令に基づいてマッピング情報による番組識別
の取得が行われ、取得された番組識別に基づいて予約が登録される。一方で、ステップＳ
８０２で受信装置１２０から送信される番組識別に基づく予約命令が受信されたときに、
拡張予約実行部１３３がその予約命令を無視してもよく、あるいは既に格納されている予
約エントリを番組識別に基づく予約命令により生成された予約エントリで上書きしてもよ
い。結果として、同様の予約実行が行われる。
【０２３０】
　以上のように、本実施の形態に係る番組予約システムでは、受信装置１２０は、録画装
置が拡張番組情報に適合しているか否かを考慮することなく、拡張予約命令および予約命
令を送信することが可能となる。この場合、録画装置が拡張番組情報に適合しているか否
かにかかわらず、正常に予約が登録される。
【０２３１】
　（５）第５の実施の形態
　本発明の第５の実施の形態に係る番組予約システムの構成は図１の番組予約システムま
たは図６の番組予約システムの構成と同様である。
【０２３２】
　ただし、以下に説明するように、本実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装
置１２０の動作は図１または図６の受信装置１２０の動作と異なり、本実施の形態に係る
番組予約システムにおける録画装置１３０ａの動作は図１または図６の録画装置１３０，
１３０ａの動作と異なる。
【０２３３】
　図１５は本発明の第５の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予約登
録処理を示すフローチャートである。
【０２３４】
　図１５の予約登録処理が図１３の予約登録処理と異なるのはステップＳ１００１の処理
およびステップＳ１００１ａの処理が追加された点である。
【０２３５】
　ステップＳ１００１では、拡張予約管理部１２５は、録画装置が拡張番組情報に適合し
ているか否かを判定する。
【０２３６】
　この場合、拡張予約管理部１２５は、命令送受信部１２６および図１の録画装置１３０
の命令送受信部１３１を経由して拡張予約実行部１３２に問い合わせを行い、または命令
送受信部１２６および図６の録画装置１３０ａの命令送受信部１３１を経由して予約実行
部１３３に問い合わせを行う。
【０２３７】
　図１の録画装置１３０の拡張予約実行部１３２は、受信装置１２０からの問い合わせに
対して録画装置１３０が拡張番組情報に適合していることを示す情報を命令送受信部１３
１および受信装置１２０の命令送受信部１２６を経由して拡張予約管理部１２５に送信す
る。図６の録画装置１３０ａの予約実行部１３３は、受信装置１２０からの問い合わせに
対して録画装置１３０ａが拡張番組情報に適合していないことを示す情報を命令送受信部
１３１および受信装置１２０の命令送受信部１２６を経由して拡張予約管理部１２５に送
信する。これにより、受信装置１２０の拡張予約管理部１２５は、録画装置が拡張番組情
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報に適合しているか否かを判定することができる。
【０２３８】
　あるいは、受信装置１２０からの問い合わせに対して録画装置から応答がない場合にも
、拡張予約管理部１２５は、録画装置が拡張番組情報に適合していないと判定することが
できる。
【０２３９】
　録画装置が拡張番組情報に適合している場合にはステップＳ８０１に進み、録画装置が
拡張番組情報に適合していない場合にはステップＳ３１３に進む。
【０２４０】
　ステップＳ１００１ａでは、ステップＳ１００１と同様に、拡張予約管理部１２５は、
録画装置が拡張番組情報に適合しているか否かを判定する。
【０２４１】
　録画装置が拡張番組情報に適合している場合には処理を終了する。録画装置が拡張番組
情報に適合していない場合にはステップＳ５０２に進む。
【０２４２】
　以上のように、本実施の形態に係る番組予約システムでは、録画装置が拡張番組情報に
適合している場合には、ユーザが予約する番組を選択した時点で拡張予約命令が録画装置
に送信される（ステップＳ８０１）。一方、録画装置が拡張番組情報に適合していない場
合には、マッピング情報の拡張番組識別が拡張予約命令に対応する拡張番組識別と一致し
た時点で予約命令が録画装置に送信される（ステップＳ８０２）。
【０２４３】
　このように録画装置が拡張番組情報に適合しているか否かの判定結果に応じて予約のプ
ロトコルが自動的に選択されるため、ユーザは受信装置１２０に接続される録画装置が拡
張予約命令に適合しているか否かを意識することなく予約を登録することができる。
【０２４４】
　なお、本実施の形態では、ステップＳ１００１およびステップＳ１００１ａの処理が録
画装置との通信により判定されるが、録画装置が拡張番組情報に適合しているか否かを事
前にユーザが設定してもよい。あるいは、録画装置の接続時に録画装置が拡張番組情報に
適合しているか否かを判定し、その判定結果を予約管理部１２４が保持してもよい。それ
により、録画装置が拡張番組情報に適合しているか否かの判定のための通信がユーザの予
約操作ごとに発生しない。
【０２４５】
　また、本実施の形態では、録画装置が拡張番組情報に適合しているか否かの判定（ステ
ップＳ１００１）が拡張予約命令の送信（ステップＳ８０１）前に行われるが、拡張予約
命令の送信時にエラーが発生するか否かにより録画装置が拡張番組情報に適合しているか
否かを判定してもよい。すなわち、ステップＳ１００１の判定を行うことなく、受信装置
１２０が録画装置に少なくとも一度はステップＳ８０１で拡張予約命令を送信する。拡張
予約命令に対して録画装置が処理できない命令であるとしてエラーを返送した場合には、
受信装置１２０は録画装置が拡張番組情報に適合していないと判定することができる。
【０２４６】
　逆に、拡張番組情報に適合する録画装置が番組識別に基づく予約命令に対して何らかの
エラーを返してもよい。この場合には、受信装置１２０は録画装置が拡張番組情報に適合
していると判定することができる。
【０２４７】
　（６）第６の実施の形態
　図１６は本発明の第６の実施の形態に係る番組予約システムの構成を示すブロック図で
ある。
【０２４８】
　図１６の録画装置１３０の構成は図１の録画装置１３０の構成と同様である。ただし、
以下に説明するように、図１６の録画装置１３０の動作は図１の録画装置１３０の動作と
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異なる。
【０２４９】
　また、図１６の受信装置１２０ａが図１の受信装置１２０の構成と異なるのは、マッピ
ング情報格納部１２３および拡張予約管理部１２５を含まない点である。
【０２５０】
　図１７は本発明の第６の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置の予約登
録処理を示すフローチャートである。図１８は本発明の第６の実施の形態に係る番組予約
システムにおける録画装置の予約登録処理の一例を示す模式図である。
【０２５１】
　図１７のステップＳ３１２，Ｓ３１３～Ｓ３１５，Ｓ３１６の処理は、図５のステップ
Ｓ３１２，Ｓ３１３～Ｓ３１５，Ｓ３１６の処理と同様である。
【０２５２】
　まず、命令送受信部１３１は予約命令を受信する（ステップＳ７０１）。次に、拡張予
約実行部１３２は、予約命令に含まれる放送日時および放送局を検索条件として番組情報
格納部１２２ａを検索し、放送日時および放送局が一致する拡張番組情報が存在するか否
かを判定する（ステップＳ１１０１）。
【０２５３】
　放送日時および放送局が一致する拡張番組情報が存在する場合にはステップＳ３１２に
進む。放送日時および放送局が一致する拡張番組情報が存在しない場合にはステップＳ７
０７に進む。
【０２５４】
　ステップＳ７０７では、予約実行部１３３は、予約命令に基づく予約を新規登録する。
その後、処理を終了する。
【０２５５】
　本実施の形態では、ステップＳ３１２とステップＳ３１３との間にステップＳ１１０２
が追加され、ステップＳ３１５とステップＳ３１６との間にステップＳ１１０３が追加さ
れている。
【０２５６】
　ステップＳ１１０２では、拡張予約実行部１３２は、拡張番組情報から得られる番組の
開始および終了時刻を記憶する。
【０２５７】
　また、ステップＳ１１０３では、拡張予約実行部１３２は、番組の開始および終了時刻
を修正する。
【０２５８】
　例えば、図１８に示すように、予約命令が番組の開始時刻２０時３０分および終了時刻
２１時３０分を含むものとする。ステップＳ１１０２で開始時刻２０時３０分および終了
時刻は２１時３０分が記憶される。この開始時刻から終了時刻までの期間は２つの番組Ｐ
１，Ｐ２にまたがる。開始時刻および終了時刻に基づいて拡張番組情報ＥＩＤ１およびＥ
ＩＤ２が検索される。拡張番組情報ＥＩＤ１に対応する番組Ｐ１の開始時刻は２０時２０
分であり、拡張番組情報ＥＩＤ２に対応する番組Ｐ２の終了時刻は２２時００分である。
【０２５９】
　ここで、予約命令における番組の開始時刻と拡張番組情報における番組の開始時刻との
差を開始オフセットと呼び、予約命令における番組の終了時刻と拡張番組情報における番
組の終了時刻との差を終了オフセットと呼ぶ。
【０２６０】
　図１８の例では、開始オフセットＯＦ１は＋１０（プラス１０分）であり、終了開始オ
フセットＯＦ２は－３０（マイナス３０分）である。
【０２６１】
　次に、マッピング情報に基づいて拡張番組情報ＥＩＤ１，ＥＩＤ２に対応する番組識別
が得られ、番組識別に対応する番組情報ＩＤ１，ＩＤ２が取得される。番組情報ＩＤ１，
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ＩＤ２に基づいて、番組Ｐ１，Ｐ２の開始時刻が２０時３０分に変更され、終了時刻が２
１時５０分に変更されたことがわかる。
【０２６２】
　番組Ｐ１の変更された開始時刻に開始オフセットが加算され、番組Ｐ２の変更後の終了
時刻から終了オフセットＯＦ２が加算されることにより、ステップＳ１１０２で記憶され
た開始および終了時刻が修正される。
【０２６３】
　図１８の例では、開始オフセットＯＦ１に基づいて開始時刻が２０時４０分に修正され
、終了オフセットＯＦ２に基づいて終了時刻が２１時２０分に修正される。
【０２６４】
　このように、本実施の形態に係る番組予約システムでは、録画装置１３０に拡張番組情
報に適合していない受信装置１２０ａが接続された場合でも、拡張番組情報に基づく番組
予約を正常に登録することが可能となる。
【０２６５】
　（７）実施の形態の効果
　上記実施の形態に係る番組予約システムによれば、番組編成情報が伝送される一定期間
より後の番組についても、番組情報を用いた予約と同様に番組を識別した予約を実現する
ことができる。
【０２６６】
　すなわち、番組の放送日時が放送直前に変更された場合、または番組中で別チャンネル
に変更される場合（イベントリレー）でも、その番組の変更後の放送日時またはチャンネ
ルに番組予約の日時またはチャンネルを追従させることができる。また、番組名を現在登
録されている予約の一覧に表示すること、または番組名を録画された番組を格納するファ
イルのファイル名として表示することが可能となる。
【０２６７】
　さらに、現在の番組予約システムに過去に購入した受信装置または録画装置が混在する
場合、または商品ラインナップ上の機能差分等で発生する場合がある。このような状況で
、拡張番組識別に適合している受信装置と拡張番組識別に適合している録画装置とが接続
される場合、拡張番組識別に適合している受信装置と拡張番組識別に適合していない録画
装置とが接続される場合、または拡張番組識別に適合していない受信装置と拡張番組識別
に適合している録画装置とが接続される場合が発生する。このような異なる接続形態にお
いて、受信装置および録画装置の各々が拡張番組情報に適合しているか否かをユーザが意
識することなく、確実かつ簡単に拡張番組情報または番組情報を用いた番組予約を行うこ
とができる。
【０２６８】
　また、番組予約のプロトコルが接続形態によらず統一されるので、たとえ接続形態の誤
判定が発生した場合でも、確実な予約の実行が可能となる。
【０２６９】
　（８）請求項の各構成要素と実施の形態の各部との対応
　以下、請求項の各構成要素と実施の形態の各部との対応の例について説明するが、本発
明は下記の例に限定されない。
【０２７０】
　第１の実施の形態では、受信装置１２０が予約指令装置の例であり、録画装置１３０が
予約実行装置の例である。また、受信部１２１が第１の取得部の例であり、操作入力部１
２９が選択部の例であり、命令送受信部１２６が命令送信部の例である。さらに、受信部
１２１ａが第２の取得部の例であり、命令送受信部１３１が命令受信部の例であり、拡張
予約実行部１３２が第３の取得部、第４の取得部および記憶部の例であり、番組録画再生
部１３４が記録再生部の例である。
【０２７１】
　第２の実施の形態では、受信装置１２０が予約指令装置の例であり、録画装置１３０，
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１３０ａが予約実行装置の例である。また、受信部１２１が第１の取得部の例であり、操
作入力部１２９が選択部の例であり、拡張予約管理部１２５が第２の取得部の例であり、
命令送受信部１２６が命令送信部の例であり、提示部１２８が提示部の例である。さらに
、受信部１２１ａが第３の取得部の例であり、命令送受信部１３１が命令受信部の例であ
り、予約実行部１３３が記憶部の例であり、番組録画再生部１３４が記録再生部の例であ
る。
【０２７３】
　第３の実施の形態では、受信装置１２０が予約指令装置の例であり、録画装置１３０，
１３０ａが予約実行装置の例である。また、受信部１２１が第１の取得部の例であり、操
作入力部１２９が選択部の例であり、拡張予約管理部１２５が第２の取得部の例であり、
命令送受信部１２６が命令送信部の例であり、提示部１２８が提示部の例である。さらに
、受信部１２１ａが第３の取得部の例であり、命令送受信部１３１が命令受信部の例であ
り、予約実行部１３３が第４の取得部および記憶部の例であり、番組録画再生部１３４が
記録再生部の例である。また、予約実行部１３３が削除部の例である。
【０２７４】
　第４の実施の形態では、受信装置１２０が予約指令装置の例であり、録画装置１３０，
１３０ａが予約実行装置の例である。また、受信部１２１が第１の取得部の例であり、操
作入力部１２９が選択部の例であり、拡張予約管理部１２５が第２の取得部の例であり、
命令送受信部１２６が命令送信部の例である。さらに、受信部１２１ａが第３の取得部の
例であり、命令送受信部１３１が命令受信部の例であり、予約実行部１３３が第４の取得
部および記憶部の例であり、番組録画再生部１３４が記録再生部の例である。
【０２７５】
　第５の実施の形態では、受信装置１２０が予約指令装置の例であり、録画装置１３０，
１３０ａが予約実行装置の例である。また、受信部１２１が第１の取得部の例であり、操
作入力部１２９が選択部の例であり、拡張予約管理部１２５が第２の取得部の例であり、
命令送受信部１２６が命令送信部の例である。さらに、受信部１２１ａが第３の取得部の
例であり、命令送受信部１３１が命令受信部の例であり、予約実行部１３３が第４の取得
部および記憶部の例であり、番組録画再生部１３４が記録再生部の例である。また、拡張
予約管理部１２５が判定部の例である。
【０２７６】
　第６の実施の形態では、受信装置１２０，１２０ａが予約指令装置の例であり、録画装
置１３０が予約実行装置の例である。また、受信部１２１が第１の取得部の例であり、操
作入力部１２９が選択部の例であり、命令送受信部１２６が命令送信部の例である。さら
に、受信部１２１ａが第２の取得部の例であり、命令送受信部１３１が命令受信部の例で
あり、拡張予約実行部１３２および予約実行部１３３が第３の取得部、第４の取得部およ
び記憶部の例であり、番組録画再生部１３４が記録再生部の例である。
【産業上の利用可能性】
【０２７７】
　本発明は、番組編成情報が送出される一定期間より後の番組について番組を識別した予
約が可能になるので、放送または通信での映像番組および／または音楽番組の配信一般に
適合した録画再生機器等を含む番組予約システムに有用に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０２７８】
【図１】図１は本発明の第１の実施の形態に係る番組予約システムの構成を示すブロック
図である。
【図２】図２は拡張番組情報の一例、マッピング情報の一例および番組情報の一例を示す
図である。
【図３】図３は本発明の第１の実施の形態における拡張予約命令の例を示す図である。
【図４】図４は本発明の第１の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予
約登録処理を示すフローチャートである。
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【図５】図５は本発明の第１の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置の予
約登録処理を示すフローチャートである。
【図６】図６は本発明の第２の実施の形態に係る番組予約システムの構成を示すブロック
図である。
【図７】図７は本発明の第２の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予
約登録処理を示すフローチャートである。
【図８】図８は予約一覧画面の一例を示す図である。
【図９】図９は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置の予
約登録処理を示すフローチャートである。
【図１０】図１０は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置
の予約登録処理を示すフローチャートである。
【図１１】図１１は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置
の予約削除処理を示すフローチャートである。
【図１２】図１２は本発明の第３の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置
の予約削除処理を示すフローチャートである。
【図１３】図１３は本発明の第４の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置
の予約登録処理を示すフローチャートである。
【図１４】図１４は本発明の第４の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置
の予約登録処理を示すフローチャートである。
【図１５】図１５は本発明の第５の実施の形態に係る番組予約システムにおける受信装置
の予約登録処理を示すフローチャートである。
【図１６】図１６は本発明の第６の実施の形態に係る番組予約システムの構成を示すブロ
ック図である。
【図１７】図１７は本発明の第６の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置
の予約登録処理を示すフローチャートである。
【図１８】図１８は本発明の第６の実施の形態に係る番組予約システムにおける録画装置
の予約登録処理の一例を示す模式図である。
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